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Ⅰ 各種アンケート調査概要 

１ 調査目的 
令和２年度に予定している「第２期石川町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に向けて、

町の現状や課題、町民のニーズ等を把握し、計画策定の基礎資料とするためにアンケート調査を

実施しました。 

２ 調査概要 

①住民アンケート調査 

・調査対象者：15 歳以上 40 歳未満の町民 1,500 人 

・調 査 期 間：令和２年６月 10 日（金）～令和２年７月 27 日（金） 

・調 査 方 法：郵送配布・郵送回収 

配布数 回収数 回収率 

1,500 件 481 件 32.1％ 

②転出者アンケート調査 

・調査対象者：平成 29 年１月～令和元年８月の間に石川町から転出された 20 歳以上 40 歳未満の方 500 人 

・調 査 期 間：令和２年６月 10 日（金）～令和２年７月 27 日（金） 

・調 査 方 法：郵送配布・郵送回収 

配布数 回収数 回収率 

500 件 108 件 21.6％ 

③事業者アンケート調査 

・調査対象者：町内の事業者 100 社 

・調 査 期 間：令和２年６月 10 日（金）～令和２年７月 27 日（金） 

・調 査 方 法：郵送配布・郵送回収 

配布数 回収数 回収率 

100 件 48 件 48.0％ 

３ 調査結果の見方 
・回答結果の割合「％」は有効回収数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四

捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、

表においても反映しています。 

・複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの

回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

・図表中の「ｎ（number of case）」は、有効回収数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当す

る人数）を表しています。 

・表で掲載しているものについては、その他と不明・無回答を除く、一番大きい値に網掛けをして

います。  
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４ 調査結果概要 
（１）住民アンケート調査 

<結婚について> 

回答者のうち独身の方が７割台となっており、結婚していない理由について、全体では出会う機

会の不足、男性では経済的な問題、女性では結婚へのイメージの問題が高くなっています。一方、

独身の方のうち、半数以上が今後結婚するつもりと回答しており、今後、安定した雇用や住居の確

保と経済的な支援を推進し、安心して結婚できる環境を整備していくことが必要です。 

<出産・育児について> 

理想的な子どもの人数は「２人」が最も高く、今後、理想的な子ども数の実現や出産・育児にお

ける様々な負担の軽減に向け、経済的なサポートの充実と子どもを預ける施設の整備を進めていく

ことが必要です。 

<住みやすさについて> 

今後、進学や就職等で町外へ引っ越す予定のある方が約３割となっている一方で、引っ越した後

も観光や帰省等で、年に数回町を訪れたいと回答した方が６割台となっています。 

また、石川町が住みやすいと感じる点については自然環境の良さが最も高く、地域での美化活動

への参加も高くなっています。今後はまちの良さである自然環境を保全しつつ、転出後も関わりた

いと思ってもらえるまちづくりを進めていくことが必要です。 

<働くことについて> 

今後、町内もしくは町外で就職・転職を考えている人が４割台となっており、仕事を選ぶ上で重

視する点では、給与や仕事の内容・やりがいと休日の日数が高く、引き続きワーク・ライフ・バラ

ンスを推進していくことが重要です。また、町内での就職・転職を進めていくためには、情報発信

や相談窓口の充実が求められています。 

<人口減少社会におけるまちづくりについて> 

人口減少対策に向け、町で重点的に取り組むべきことでは、「働く場の確保」が最も高く、次い

で「結婚や子育ての支援」、「医療・福祉環境の充実」となっています。 

また、近年増加している自然災害への備えでは、公共施設やインフラ等の都市基盤の整備や非常

食の備蓄、避難に配慮や支援を要する方々への支援体制づくりが求められています。 

 

（２）転出者アンケート調査 

<現在の住まいについて> 

現在の住まいについては『住みやすい』が８割台となっており、新しく住む場所を決めた際に重

視した点については、移動手段や仕事が高くなっています。また、行政サービスでは経済的な支援

や保育施設の充実が重視されています。 

<石川町について> 

転出の要因では結婚や進学・就職・転職が高くなっていますが、回答者の半数が石川町を『住み

やすい』と感じています。特に、自然環境や近所付き合い・地域活動の活発さから住みやすいと感

じており、一方で移動手段や仕事といった点では住みにくいと感じています。 

さらに、近年増加している自然災害への備えでは、公共施設やインフラ等の都市基盤、住宅の整

備と避難に配慮や支援を要する方々への支援体制づくりが求められています。  
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（３）事業者アンケート調査 

<地方創生について> 

地方創生への認知度は低くなっていますが、地方創生の推進にあたり、町で取り組むべき事業で

は「農業振興」と「商業・商店街振興」が最も高く、次いで「人材育成」となっています。 

<人材の育成や確保について> 

事業所では、今後の雇用について「数人程度は雇用したいと思っている」が最も高く、次いで「こ

れ以上雇用は増やさない」、「大幅に雇用を増やしたい」となっています。 

一方、充実させたい能力では「営業力」が最も高く、次いで「リーダーシップ」、「経営・マネジ

メント力」となっており、ＯＪＴ（現場での指導）や各種研修を実施しています。 

また、事業所が持つ能力やノウハウを次世代に引き継ぐために取り組んでいることでは、技能の

ある人材の雇用延長や中途採用と若手の訓練が高くなっています。 

さらに、よりよい労働市場を形成するために必要なことでは「企業情報などの情報発信」が最も

高く、次いで「就労のマッチング」と「起業支援」、「職場環境向上のための事業」となっています。 

<事業について> 

今後の事業展開では、現状維持が半数を占めている一方で、１年前と比べ売り上げが減少してい

る事業所が半数を占めており、人口減少・少子高齢化に伴い、顧客の確保やニーズの把握が困難に

なっていることがうかがえます。また、今後の事業展開では、企業間での交流や大学等との連携に

よる新事業分野への進出、技術・製品の開発への意向が高くなっています。 

<ワークライフバランスについて> 

時間外労働の是正に向けた取り組みとして、定時退社の呼びかけや労使での話し合い、外部人材

の活用が高く、仕事と育児の両立に向けた業務時間の柔軟な対応にも取り組んでいます。 

<地域との関わりについて> 

地域の清掃や募金活動、職場見学の受け入れ等により、地域と定期的に関わっている事業所が６

割台となっており、約２割が関わる意向があるものの、機会が無いと回答しています。 

<石川町の産業振興について> 

石川町の産業振興に向けて、行政に対して期待する支援方策は、「人材の確保・育成への支援」

が最も高く、次いで「企業誘致の促進」、「従業員の福利厚生拡充への支援」と「従業員の生活の質

の向上」となっています。 

また、近年増加している自然災害への備えでは、公共施設やインフラ等の都市基盤や避難に配慮

や支援を要する方々への支援体制づくり、行政・関係機関・地域の連携強化が求められています。 
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Ⅱ 住民アンケート調査結果 

１．あなたご自身についてうかがいます。 

①性別（１つに○） 

性別については、「女性」が 50.3％、「男性」が 48.4％となっています。 

地区別にみると、山橋地区と母畑地区で「男性」、中谷地区で「女性」が、他の地区と比べて高

くなっています。 

 

  

48.4 

48.6 

50.0 

49.3 

50.5 

47.1 

49.2 

51.0 

57.7 

44.7 

59.1 

45.7

50.3 

51.4 

50.0 

50.7 

49.5 

52.9 

50.8 

49.0 

42.3 

55.3 

40.9 

54.3

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

男性 女性 不明・無回答

【
年
代
別
】

【
地
区
別
】
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②年齢（１つに○） 

年齢については、「19 歳以下」が 23.1％で最も高く、次いで「35 歳以上」が 21.6％、「30～34

歳」が 21.0％となっています。 

地区別にみると、沢田地区と山橋地区、母畑地区で「19 歳以下」、山橋地区で「30～34 歳」、母

畑地区と野木沢地区で「35 歳以上」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

  

23.1 

23.2 

23.6 

19.9 

34.7 

30.8 

23.4 

31.8 

22.9 

17.5 

18.0 

17.4 

18.0 

14.3 

19.2 

21.3 

9.1 

18.6 

15.6 

15.9 

15.7 

18.0 

10.2 

11.5 

19.1 

13.6 

12.9 

21.0 

21.9 

20.7 

22.7 

18.4 

26.9 

21.3 

18.2 

18.6 

21.6 

21.0 

22.7 

21.5 

22.4 

11.5 

14.9 

27.3 

27.1 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

19歳以下 20～24歳 25～29歳

30～34歳 35歳以上 不明・無回答

【
性
別
】

【
地
区
別
】
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③職業（１つに○） 

職業については、「会社員・公務員など」が 49.5％で最も高く、次いで「学生」が 26.2％、「パ

ート・アルバイト」が 8.5％となっています。 

 
 

  

49.5 

3.1 

8.5 

2.1 

26.2 

4.4 

4.4 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

会社員・公務員など

自営業

パート・アルバイト

専業主婦（夫）

学生

無職

その他

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、19 歳以下で「学生」、それ以外で「会社員・公務員など」が最も高くなってい

ます。 

地区別にみると、全ての地区で「会社員・公務員など」が最も高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

会
社
員
・
公
務
員
な
ど 

自
営
業 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト 

専
業
主
婦
（
夫
） 

学
生 

無
職 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 56.7 5.2 1.7 0.0 28.8 5.2 2.1 0.4 

女性 242 43.8 1.2 15.3 4.1 24.4 3.7 6.6 0.8 

年
代
別 

19歳以下 111 6.3 0.0 1.8 0.0 90.1 0.9 0.9 0.0 

20～24歳 84 47.6 0.0 10.7 1.2 28.6 4.8 7.1 0.0 

25～29歳 75 73.3 1.3 9.3 4.0 1.3 5.3 4.0 1.3 

30～34歳 101 62.4 7.9 10.9 3.0 1.0 7.9 5.9 1.0 

35歳以上 104 70.2 5.8 11.5 2.9 0.0 3.8 4.8 1.0 

地
区
別 

石川地区 256 53.5 3.5 8.6 2.7 22.7 3.9 4.7 0.4 

沢田地区 49 49.0 2.0 6.1 0.0 34.7 6.1 2.0 0.0 

山橋地区 26 42.3 0.0 3.8 3.8 38.5 3.8 3.8 3.8 

中谷地区 47 38.3 6.4 8.5 2.1 29.8 2.1 10.6 2.1 

母畑地区 22 45.5 0.0 18.2 0.0 36.4 0.0 0.0 0.0 

野木沢地区 70 51.4 2.9 8.6 1.4 24.3 8.6 2.9 0.0 
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④お住まいの場所（１つに○） 

居住地区については、「石川地区」が 53.2％で最も高く、次いで「野木沢地区」が 14.6％、「沢

田地区」が 10.2％となっています。 

 

 

■性別・年代別 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

石
川
地
区 

沢
田
地
区 

山
橋
地
区 

中
谷
地
区 

母
畑
地
区 

野
木
沢
地
区 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 54.1 10.7 6.4 9.0 5.6 13.7 0.4 

女性 242 53.7 9.9 4.5 10.7 3.7 15.7 1.7 

年
代
別 

19歳以下 111 45.9 15.3 7.2 9.9 6.3 14.4 0.9 

20～24歳 84 54.8 8.3 6.0 11.9 2.4 15.5 1.2 

25～29歳 75 61.3 6.7 4.0 12.0 4.0 12.0 0.0 

30～34歳 101 57.4 8.9 6.9 9.9 4.0 12.9 0.0 

35歳以上 104 52.9 10.6 2.9 6.7 5.8 18.3 2.9 

 

  

53.2 

10.2 

5.4 

9.8 

4.6 

14.6 

2.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

石川地区

沢田地区

山橋地区

中谷地区

母畑地区

野木沢地区

不明・無回答

（n=481）
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２．結婚についてうかがいます。 

問 1 あなたは、現在、結婚していますか。（１つに○） 

婚姻状況については、「独身（未婚）」が 67.2％で最も高く、次いで「既婚（事実婚を含む）」が

25.4％、「独身（婚姻歴あり）」が 6.2％となっています。 

年代別にみると、19 歳以下と 20～24 歳で「独身（未婚）」、35 歳以上で「既婚（事実婚を含む）」

が他の年代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、中谷地区と母畑地区で「独身（未婚）」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

  

67.2 

70.0 

66.1 

99.1 

92.9 

66.7 

56.4 

26.9 

65.6 

69.4 

65.4 

76.6

81.8

65.7

6.2 

4.3 

8.3 

0.0 

1.2 

5.3 

12.9 

11.5 

6.6 

4.1 

3.8 

6.4

4.5

8.6

25.4 

25.8 

25.6 

0.9 

6.0 

28.0 

30.7 

61.5 

27.7 

26.5 

30.8 

17.0

13.6

25.7

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

独身（未婚） 独身（婚姻歴あり）

既婚（事実婚を含む） 不明・無回答

【
年
代
別
】

【
地
区
別
】

【
性
別
】
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【問 1で「１．独身（未婚）」、「２．独身（婚姻歴あり）」を選択した方にうかがいます。】 

問 1-1 現在、結婚していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）※高校生は「12.そ

の他」に〇をつけてください。 

結婚していない理由については、「結婚したいと思える相手がいない」が 33.1％で最も高く、次

いで「出会う機会、きっかけがない」が 26.1％、「まだ若すぎる」が 22.4％となっています。 

 

 

  

33.1 

14.2 

18.7 

11.3 

8.5 

13.3 

10.2 

22.4 

26.1 

11.3 

11.3 

19.8 

1.1 

0.0% 20.0% 40.0%

結婚したいと思える相手がいない

家族を養うほどの収入がない

精神的に自由でいられる

経済的に自由がきく

異性とうまく付き合えない

仕事（学業）に打ち込みたい

結婚資金が足りない

まだ若すぎる

出会う機会、きっかけがない

結婚に意味を見出せない

理由は特にない

その他

不明・無回答

（n=353）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「家族を養うほどの収入がない」と「結婚資金が足りない」、「まだ若すぎ

る」、「出会う機会、きっかけがない」、女性で「精神的に自由でいられる」と「結婚に意味を見出

せない」が高くなっています。 

年代別にみると、19 歳以下で「まだ若すぎる」、20 歳以上で「結婚したいと思える相手がいな

い」が最も高くなっています。また、25 歳以上で「出会う機会、きっかけがない」、25 歳～34 歳

で「異性とうまく付き合えない」、30 歳以上で「精神的に自由でいられる」が他の年代と比べて高

くなっています。 

地区別にみると、沢田地区と山橋地区で「まだ若すぎる」、それ以外の地区で「結婚したいと思

える相手がいない」が最も高くなっています。また、野木沢地区で「出会う機会、きっかけがな

い」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

結
婚
し
た
い
と
思
え
る
相
手
が
い
な
い 

家
族
を
養
う
ほ
ど
の
収
入
が
な
い 

精
神
的
に
自
由
で
い
ら
れ
る 

経
済
的
に
自
由
が
き
く 

異
性
と
う
ま
く
付
き
合
え
な
い 

仕
事
（
学
業
）
に
打
ち
込
み
た
い 

結
婚
資
金
が
足
り
な
い 

ま
だ
若
す
ぎ
る 

出
会
う
機
会
、
き
っ
か
け
が
な
い 

結
婚
に
意
味
を
見
出
せ
な
い 

理
由
は
特
に
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 173 31.8 22.5 15.0 11.0 9.2 12.1 17.3 26.6 29.5 8.7 9.8 14.5 0.6  

女性 180 34.4 6.1 22.2 11.7 7.8 14.4 3.3 18.3 22.8 13.9 12.8 25.0 1.7 

年
代
別 

19歳以下 111 5.5 2.7 4.5 0.9 3.6 16.4 4.5 46.4 7.3 1.8 5.5 43.6 0.9 

20～24歳 84 40.5 17.7 19.0 13.9 5.1 20.3 12.7 31.6 25.3 11.4 17.7 10.1 0.0 

25～29歳 75 50.0 24.1 22.2 16.7 13.0 13.0 13.0 5.6 38.9 18.5 13.0 5.6 0.0 

30～34歳 101 50.0 21.4 27.1 17.1 17.1 7.1 17.1 0.0 41.4 18.6 10.0 8.6 1.4 

35歳以上 104 42.5 12.5 37.5 17.5 7.5 2.5 5.0 0.0 35.0 15.0 15.0 12.5 5.0 

地
区
別 

石川地区 185 35.1 15.1 22.2 14.6 9.7 14.1 9.7 23.8 27.0 11.9 9.7 15.7 1.6 

沢田地区 36 25.0 16.7 8.3 5.6 8.3 19.4 11.1 27.8 22.2 5.6 19.4 22.2 2.8 

山橋地区 18 22.2 5.6 11.1 11.1 0.0 5.6 11.1 22.2 16.7 11.1 11.1 33.3 0.0 

中谷地区 39 28.2 10.3 25.6 10.3 10.3 12.8 10.3 20.5 20.5 12.8 15.4 28.2 0.0 

母畑地区 19 36.8 15.8 10.5 5.3 15.8 15.8 5.3 15.8 31.6 5.3 5.3 21.1 0.0 

野木沢地区 52 36.5 15.4 13.5 5.8 3.8 9.6 13.5 19.2 30.8 13.5 9.6 21.2 0.0 
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【問 1で「１．独身（未婚）」、「２．独身（婚姻歴あり）」を選択した方にうかがいます。】 

問 1-2 今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、どれにあてはまりますか。（１つに○） 

今後の結婚の希望については、「いずれ結婚するつもり」が 55.5％で最も高く、次いで「わから

ない」が 34.3％、「結婚するつもりはない」が 7.9％となっています。 

性別にみると、男性で「いずれ結婚するつもり」、女性で「わからない」が高くなっています。 

年代別にみると、年代が高くなるにつれて、「いずれ結婚するつもり」が低くなっています。ま

た、30 歳以上で「結婚するつもりはない」が他の年代と比べて、高くなっています。 

地区別にみると、沢田地区と母畑地区で「いずれ結婚するつもり」、野木沢地区で「わからない」

が他の年代と比べて高くなっています。 

 
  

55.5 

60.1 

51.1 

60.0 

59.5 

57.4 

50.0 

42.5 

53.0 

72.2 

61.1 

56.4

73.7

44.2

7.9 

6.9 

8.9 

5.5 

2.5 

7.4 

14.3 

15.0 

8.6 

8.3 

0.0 

7.7

0.0

9.6

34.3 

31.2 

37.2 

30.9 

36.7 

35.2 

34.3 

37.5 

36.2 

19.4 

38.9 

28.2

21.1

46.2

2.3 

1.7 

2.8 

3.6 

1.3 

0.0 

1.4 

5.0 

2.2 

0.0 

0.0 

7.7

5.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=353）

男性（n=173）

女性（n=180）

19歳以下（n=110）

20～24歳（n=79）

25～29歳（n=54）

30～34歳（n=70）

35歳以上（n=40）

石川地区（n=185）

沢田地区（n=36）

山橋地区（n=18）

中谷地区（n=39）

母畑地区（n=19）

野木沢地区（n=52）

いずれ結婚するつもり 結婚するつもりはない

わからない 不明・無回答

【
年
代
別
】

【
地
区
別
】

【
性
別
】
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【問 1で「１．独身（未婚）」、「２．独身（婚姻歴あり）」を選択した方にうかがいます。】 

問 1-3 結婚後も石川町に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

結婚後も石川町に住み続けたいかについては、「わからない」が 58.6％で最も高く、次いで「住

み続けたい」が 22.4％、「住み続けたくない」が 17.0％となっています。 

年代別にみると、19 歳以下で「住み続けたくない」、25～29 歳で「住み続けたい」、35 歳以上

で「わからない」が他の年代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、石川地区と沢田地区で「住み続けたい」、山橋地区で「住み続けたくない」、山

橋地区と野木沢地区で「わからない」が他の地区と比べて高くなっています。 

 
  

22.4 

24.9 

20.0 

12.7 

24.1 

33.3 

27.1 

22.5 

26.5 

27.8 

5.6 

20.5

21.1

13.5

17.0 

15.6 

18.3 

24.5 

13.9 

18.5 

12.9 

7.5 

16.8 

13.9 

27.8 

15.4

15.8

19.2

58.6 

58.4 

58.9 

59.1 

62.0 

46.3 

58.6 

67.5 

54.6 

58.3 

66.7 

59.0

57.9

67.3

2.0 

1.2 

2.8 

3.6 

0.0 

1.9 

1.4 

2.5 

2.2 

0.0 

0.0 

5.1

5.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=353）

男性（n=173）

女性（n=180）

19歳以下（n=110）

20～24歳（n=79）

25～29歳（n=54）

30～34歳（n=70）

35歳以上（n=40）

石川地区（n=185）

沢田地区（n=36）

山橋地区（n=18）

中谷地区（n=39）

母畑地区（n=19）

野木沢地区（n=52）

住み続けたい 住み続けたくない

わからない 不明・無回答

【
年
代
別
】

【
地
区
別
】

【
性
別
】
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問 2 石川町が重点的に取り組むべき結婚支援事業は何だと思いますか。（あてはまるものすべてに

○） 

石川町で重点的に取り組むべき結婚支援事業については、「安定した雇用の支援」が 62.2％で最

も高く、次いで「若い夫婦への住まいの支援」が 51.6％、「結婚祝い金などの経済的支援」が 41.8％

となっています。 

 
 

  

62.2 

51.6 

41.8 

16.8 

6.9 

2.3 

3.1 

5.8 

7.9 

2.7 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

安定した雇用の支援

若い夫婦への住まいの支援

結婚祝い金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会いの場

の提供

結婚相談窓口（仲立ち）

若い世代への結婚に関する講習会

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚を推奨するようなＰＲ

行政がやる必要はない

その他

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、25～29 歳で「結婚祝い金などの経済的支援」が最も高くなっています。また、

20～29 歳で「若い夫婦への住まいの支援」、25～29 歳で「結婚相談窓口（仲立ち）」が他の年代

と比べて高くなっています。 

地区別にみると、中谷地区で「若い夫婦への住まいの支援」と「婚活イベントなどによる出会い

の場の提供」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

安
定
し
た
雇
用
の
支
援 

若
い
夫
婦
へ
の
住
ま
い
の
支
援 

結
婚
祝
い
金
な
ど
の
経
済
的
支
援 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
出
会
い
の
場
の
提
供 

結
婚
相
談
窓
口
（
仲
立
ち
） 

若
い
世
代
へ
の
結
婚
に
関
す
る
講
習
会 

交
際
術
や
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ぶ
講
座 

結
婚
を
推
奨
す
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ 

行
政
が
や
る
必
要
は
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 64.4 53.2 40.8 19.7 8.2 3.0 2.6 7.7 8.2 2.6 3.0 

女性 242 61.6 51.2 43.8 14.5 5.8 1.7 3.7 4.1 7.9 2.9 5.8 

年
代
別 

19歳以下 111 67.6 48.6 33.3 9.0 3.6 4.5 6.3 7.2 6.3 5.4 0.9 

20～24歳 84 64.3 56.0 40.5 21.4 8.3 0.0 2.4 4.8 9.5 0.0 1.2 

25～29歳 75 61.3 57.3 61.3 20.0 13.3 2.7 1.3 5.3 1.3 2.7 5.3 

30～34歳 101 54.5 50.5 45.5 14.9 5.0 2.0 1.0 7.9 11.9 0.0 7.9 

35歳以上 104 66.3 51.0 36.5 22.1 6.7 1.9 3.8 3.8 9.6 4.8 6.7 

地
区
別 

石川地区 256 59.8 50.8 44.1 19.1 8.2 3.1 2.3 6.6 9.8 1.2 5.9 

沢田地区 49 59.2 55.1 38.8 8.2 2.0 2.0 2.0 10.2 8.2 2.0 8.2 

山橋地区 26 69.2 53.8 46.2 7.7 11.5 0.0 0.0 3.8 3.8 7.7 3.8 

中谷地区 47 72.3 61.7 40.4 27.7 6.4 0.0 6.4 6.4 0.0 2.1 2.1 

母畑地区 22 81.8 50.0 36.4 22.7 4.5 0.0 0.0 9.1 4.5 0.0 0.0 

野木沢地区 70 62.9 50.0 37.1 10.0 5.7 2.9 7.1 0.0 8.6 8.6 0.0 
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３．出産・育児についてうかがいます。 

問 3 あなたは、現在、お子さんが何人いますか。（１つに○） 

現在の子どもの数については、「子どもはいない」が 72.1％で最も高く、次いで「２人」が 10.6％、

「１人」が 9.8％となっています。 

 

  

72.1 

9.8 

10.6 

3.1 

0.8 

0.2 

3.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもはいない

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、35 歳以上で「２人」と「３人」が他の年代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、山橋地区で「１人」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

子
ど
も
は
い
な
い 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人 

５
人
以
上 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 76.0  8.6  9.4  3.0  0.9  0.0 2.1  

女性 242 70.2  11.2  12.0  3.3  0.8  0.4  2.1  

年
代
別 

19歳以下 111 99.1  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9  

20～24歳 84 94.0  3.6  0.0 0.0 0.0 0.0 2.4  

25～29歳 75 77.3  12.0  5.3  1.3  0.0 0.0 4.0  

30～34歳 101 61.4  14.9  16.8  1.0  2.0  1.0  3.0  

35歳以上 104 36.5  19.2  28.8  12.5  1.9  0.0 1.0  

地
区
別 

石川地区 256 71.5  11.7  8.2  4.3  1.2  0.4  2.7  

沢田地区 49 75.5  6.1  14.3  4.1  0.0 0.0 0.0 

山橋地区 26 65.4  19.2  11.5  0.0 0.0 0.0 3.8  

中谷地区 47 78.7  6.4  14.9  0.0 0.0 0.0 0.0 

母畑地区 22 77.3  4.5  13.6  0.0 0.0 0.0 4.5  

野木沢地区 70 74.3  7.1  12.9  2.9  1.4  0.0 1.4  
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問 4 将来的に何人のお子さんを持つご予定ですか（現在いるお子さんの人数も含む）。（１つに○） 

将来の持つ予定の子どもの数については、「２人」が 49.1％で最も高く、次いで「子どもはいら

ない」が 16.0％、「３人」が 14.3％となっています。 

 

■性別・年代別・地区別 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

子
ど
も
は
い
ら
な
い 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人 

５
人
以
上 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 16.3 10.3 51.9 15.5 0.4 0.9 4.7 

女性 242 16.1 14.9 47.5 13.6 1.7 0.8 5.4 

年
代
別 

19歳以下 111 16.2 7.2 55.9 16.2 0.9 0.9 2.7 

20～24歳 84 17.9 15.5 54.8 7.1 0.0 0.0 4.8 

25～29歳 75 16.0 18.7 41.3 18.7 1.3 1.3 2.7 

30～34歳 101 15.8 10.9 47.5 13.9 1.0 2.0 8.9 

35歳以上 104 15.4 13.5 47.1 16.3 1.9 0.0 5.8 

地
区
別 

石川地区 256 16.4 15.6 45.7 14.8 1.6 1.6 4.3 

沢田地区 49 16.3 6.1 59.2 14.3 0.0 0.0 4.1 

山橋地区 26 15.4 7.7 53.8 19.2 0.0 0.0 3.8 

中谷地区 47 12.8 8.5 53.2 17.0 2.1 0.0 6.4 

母畑地区 22 9.1 13.6 63.6 4.5 0.0 0.0 9.1 

野木沢地区 70 18.6 11.4 48.6 14.3 0.0 0.0 7.1 
  

16.0 

12.5 

49.1 

14.3 

1.0 

0.8 

6.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもはいらない

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

（n=481）
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問 5 あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか（現在いるお子さんの人数も含む）。（１

つに○） 

理想的な子どもの数については、「２人」が 46.2％で最も高く、次いで「３人」が 27.0％、「子

どもはいらない」が 12.7％となっています。 

 

 

 

  

12.7 

6.7 

46.2 

27.0 

2.1 

1.0 

4.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもはいらない

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、30 歳以上で「３人」が他の年代と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

子
ど
も
は
い
ら
な
い 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人 

５
人
以
上 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 11.2  7.7  47.2  27.9  1.3  1.3  3.4  

女性 242 14.5  5.8  46.3  26.9  2.9  0.8  2.9  

年
代
別 

19歳以下 111 15.3  6.3  50.5  26.1  0.0 0.9  0.9  

20～24歳 84 16.7  7.1  56.0  16.7  0.0 0.0 3.6  

25～29歳 75 12.0  10.7  45.3  24.0  4.0  1.3  2.7  

30～34歳 101 10.9  7.9  40.6  31.7  2.0  2.0  5.0  

35歳以上 104 9.6  2.9  42.3  35.6  4.8  1.0  3.8  

地
区
別 

石川地区 256 12.9  8.6  42.2  27.7  2.7  2.0  3.9  

沢田地区 49 10.2  2.0  57.1  28.6  0.0 0.0 2.0  

山橋地区 26 15.4  7.7  42.3  30.8  0.0 0.0 3.8  

中谷地区 47 10.6  2.1  51.1  31.9  4.3  0.0 0.0 

母畑地区 22 4.5  4.5  72.7  9.1  0.0 0.0 9.1  

野木沢地区 70 15.7  7.1  45.7  28.6  1.4  0.0 1.4  
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問 6 理想的な子どもの数を実現するために、障壁となること（なりそうなこと）は何ですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

理想的な子どもの数を実現するために、障壁となることについては、「子育てや教育にお金がか

かりすぎる」が 70.1％で最も高く、次いで「子どもを預ける施設が整っていない」が 28.3％、「育

児・出産の心理的・肉体的な負担」が 23.9％となっています。 

 

 

  

70.1 

12.1 

20.6 

13.9 

28.3 

12.5 

14.1 

23.9 

4.0 

5.8 

3.7 

7.7 

5.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てや教育にお金がかかり

すぎる

家が狭い

自分の仕事に差し支える

子育てを手助けしてくれる人

がいない

子どもを預ける施設が整って

いない

妊娠・出産・子育てに関する

情報不足

年齢的な問題

育児・出産の心理的・肉体的

な負担

ほしいけれど、できない

配偶者の家事・育児への協力

が見込めない

その他

障壁は特にない

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、女性で「自分の仕事に差し支える」と「子どもを預ける施設が整っていない」が

男性と比べて高くなっています。 

年代別にみると、25～29 歳と 35 歳以上で「育児・出産の心理的・肉体的な負担」、35 歳以上

で「年齢的な問題」が他の年代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、石川地区と野木沢地区で「家が狭い」、石川地区と山橋地区、野木沢地区で「育

児・出産の心理的・肉体的な負担」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る 

家
が
狭
い 

自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る 

子
育
て
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い 

子
ど
も
を
預
け
る
施
設
が
整
っ
て
い
な
い 

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
不
足 

年
齢
的
な
問
題 

育
児
・
出
産
の
心
理
的
・
肉
体
的
な
負
担 

ほ
し
い
け
れ
ど
、
で
き
な
い 

配
偶
者
の
家
事
・
育
児
へ
の
協
力
が
見
込
め
な
い 

そ
の
他 

障
壁
は
特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 70.0 14.6 12.9 14.2 24.5 12.4 12.4 21.9 3.9 2.6 3.9 8.6 4.3 

女性 242 71.9 9.9 28.5 14.0 32.6 12.8 16.1 26.4 4.1 9.1 3.7 7.0 3.3 

年
代
別 

19歳以下 111 70.3 9.9 19.8 11.7 20.7 10.8 5.4 16.2 2.7 7.2 6.3 12.6 0.9 

20～24歳 84 82.1 7.1 20.2 9.5 28.6 16.7 2.4 22.6 1.2 2.4 2.4 4.8 3.6 

25～29歳 75 70.7 12.0 21.3 16.0 32.0 18.7 9.3 30.7 4.0 4.0 8.0 9.3 2.7 

30～34歳 101 64.4 14.9 18.8 14.9 30.7 11.9 17.8 20.8 5.9 5.9 2.0 6.9 5.9 

35歳以上 104 69.2 16.3 24.0 18.3 32.7 7.7 33.7 32.7 5.8 8.7 1.0 4.8 5.8 

地
区
別 

石川地区 256 71.9 16.0 25.0 16.4 32.0 12.5 15.6 25.4 3.5 5.1 4.3 6.3 3.1 

沢田地区 49 67.3 2.0 12.2 12.2 28.6 8.2 8.2 20.4 2.0 6.1 0.0 16.3 4.1 

山橋地区 26 73.1 7.7 11.5 7.7 23.1 15.4 7.7 26.9 11.5 7.7 3.8 7.7 3.8 

中谷地区 47 68.1 2.1 21.3 6.4 21.3 14.9 10.6 19.1 0.0 6.4 2.1 12.8 2.1 

母畑地区 22 77.3 9.1 22.7 13.6 22.7 13.6 13.6 18.2 0.0 4.5 4.5 0.0 9.1 

野木沢地区 70 70.0 14.3 15.7 15.7 27.1 14.3 18.6 27.1 8.6  8.6 5.7 7.1 2.9 
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問 7 今後、育児に関するサービスとして、石川町が最も力を入れるべきだと思うのは次のうち、

どれですか。（１つに○） 

育児に関するサービスとして、石川町が最も力を入れるべきだと思うものについては、「各種助

成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が 29.9％で最も高く、次いで「保育園・認定こ

ども園などの施設の拡充」が 23.1％、「子どもを預かるサービスの時間の延長」が 11.0％となって

います。 

 

  

23.1 

11.0 

8.9 

5.4 

29.9 

9.1 

1.5 

3.1 

2.3 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0%

保育園・認定こども園などの

施設の拡充

子どもを預かるサービスの時

間の延長

子どもを預かる施設の教育・

保育の質の向上

子育てに関する施設・サービ

ス・イベントなどの情報提供

の充実

各種助成をはじめとする金銭

的なサポートや現物給付

子育てに係る母子の保健・医

療体制の充実

子育てに関する様々な講座、

イベント、講演会の実施

その他

行政が行うサービスをこれ以

上増やす必要はない

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、19 歳以下～34 歳で「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」、

35 歳以上で「保育園・認定こども園などの施設の拡充」が最も高くなっています。また、19 歳以

下で「子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上」、20～24 歳と 30 歳以上で「保育園・認定こ

ども園などの施設の拡充」、25～29 歳で「子育てに係る母子の保健・医療体制の充実」が他の年

代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、野木沢地区で「保育園・認定こども園などの施設の拡充」、それ以外の地区で

「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が最も高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
施
設
の
拡
充 

子
ど
も
を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
の
延
長 

子
ど
も
を
預
か
る
施
設
の
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上 

子
育
て
に
関
す
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

提
供
の
充
実 

各
種
助
成
を
は
じ
め
と
す
る
金
銭
的
な
サ
ポ
ー
ト
や
現
物
給
付 

子
育
て
に
係
る
母
子
の
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実 

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
の
実
施 

そ
の
他 

行
政
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
以
上
増
や
す
必
要
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 21.0 11.6 9.4 5.6 30.5 7.7 2.6 3.9 2.1 5.6 

女性 242 25.6 9.9 8.7 5.0 28.9 10.7 0.4 2.5 2.5 5.8 

年
代
別 

19歳以下 111 17.1 11.7 14.4 7.2 28.8 10.8 0.9 4.5 3.6 0.9 

20～24歳 84 27.4 8.3 7.1 2.4 34.5 8.3 0.0 1.2 2.4 8.3 

25～29歳 75 17.3 13.3 5.3 5.3 29.3 16.0 1.3 2.7 1.3 8.0 

30～34歳 101 26.7 7.9 9.9 7.9 29.7 6.9 3.0 4.0 1.0 3.0 

35歳以上 104 27.9 12.5 6.7 2.9 26.9 5.8 1.9 2.9 2.9 9.6 

地
区
別 

石川地区 256 23.0 9.8 8.6 5.1 31.3 9.8 2.0 3.9 2.0 4.7 

沢田地区 49 18.4 8.2 10.2 6.1 36.7 8.2 0.0 2.0 2.0 8.2 

山橋地区 26 26.9 0.0 3.8 11.5 26.9 15.4 3.8 3.8 3.8 3.8 

中谷地区 47 21.3 10.6 10.6 2.1 31.9 12.8 0.0 2.1 4.3 4.3 

母畑地区 22 27.3 18.2 9.1 0.0 31.8 0.0 0.0 4.5 0.0 9.1 

野木沢地区 70 27.1 18.6 8.6 7.1 20.0 7.1 1.4 1.4 2.9 5.7 
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４．住みやすさについてうかがいます。 

問 8 あなたが、通勤・通学等で主に利用する交通手段はなんですか。（１つに○） 

主に利用する交通手段については、「自家用車・バイク」が 73.0％で最も高く、次いで「徒歩・

自転車」が 11.4％、「ＪＲ等の電車」が 10.6％となっています。 

性別にみると、男性で「徒歩・自転車」が女性と比べて高くなっています。 

年代別にみると、19 歳以下で「JR 等の電車」、19 歳以下～24 歳で「徒歩・自転車」が他の年

代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、石川地区で「徒歩・自転車」が他の地区と比べて高くなっています。 

   

11.4 

14.6 

8.7 

23.4 

14.3 

6.7 

7.9 

3.8 

16.0 

6.1 

3.8 

4.3 

9.1 

8.6 

73.0 

72.5 

72.7 

36.9 

71.4 

82.7 

88.1 

89.4 

70.3 

69.4 

80.8 

76.6 

77.3 

74.3 

2.1 

2.1 

2.1 

4.5 

0.0 

4.0 

0.0 

1.9 

1.2 

8.2 

0.0 

2.1 

4.5 

1.4 

10.6 

9.0 

12.4 

33.3 

11.9 

1.3 

2.0 

1.0 

9.8 

10.2 

15.4 

14.9 

4.5 

12.9 

1.0 

0.9 

1.2 

0.9 

0.0 

2.7 

1.0 

1.0 

0.4 

2.0 

0.0 

2.1 

4.5 

1.4 

1.9 

0.9 

2.9 

0.9 

2.4 

2.7 

1.0 

2.9 

2.3 

4.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

徒歩・自転車 自家用車・バイク

バス ＪＲ等の電車
その他 不明・無回答

【
性
別
】

【
地
区
別
】

【
年
代
別
】
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問 9 あなたは、将来的に石川町外へ引っ越すご予定はありますか。（１つに○） 

将来的に石川町外へ引っ越す予定については、「わからない」が 38.3％で最も高く、次いで「引

っ越す予定はない」が 28.3％、「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」が 21.2％となっていま

す。 

年代別にみると、年代が高くなるにつれて、「引っ越す予定はない」が高くなっています。 

地区別にみると、山橋地区で「引っ越す予定はない」が他の地区と比べて高くなっています。 

   

10.2 

8.6 

12.0 

14.4 

14.3 

13.3 

6.9 

3.8 

9.8 

16.3 

15.4 

12.8 

4.5 

7.1 

21.2 

19.7 

22.7 

30.6 

22.6 

24.0 

19.8 

9.6 

23.0 

16.3 

19.2 

14.9 

18.2 

24.3 

28.3 

29.6 

26.9 

9.9 

20.2 

26.7 

37.6 

46.2 

27.0 

32.7 

38.5 

29.8 

18.2 

28.6 

38.3 

40.3 

36.0 

44.1 

41.7 

33.3 

33.7 

36.5 

38.3 

30.6 

26.9 

42.6 

59.1 

35.7 

2.1 

1.7 

2.5 

0.9 

1.2 

2.7 

2.0 

3.8 

2.0 

4.1 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

近々、引っ越す予定である
予定はないが、いずれ引っ越すと思う
引っ越す予定はない
わからない
不明・無回答

【
性
別
】

【
地
区
別
】

【
年
代
別
】
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【問 9で「１．近々、引っ越す予定である」、「２．予定はないが、いずれ引っ越すと思う」を選択

した方にうかがいます。】 

問 9-1 引っ越す理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

引っ越す理由については、「進学・転勤・就業のため」が 62.3％で最も高く、次いで「生活環境

がよくないため」が 20.5％、「結婚のため」が 17.9％となっています。 

 

 

  

62.3 

17.9 

2.0 

6.0 

2.0 

9.3 

20.5 

6.0 

7.9 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

進学・転勤・就業のため

結婚のため

妊娠・出産のため

子どもの学校のため

親や親せきの介護のため

町のサービスに不満があるため

生活環境がよくないため

理由はない

その他

不明・無回答

（n=151）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「生活環境がよくないため」、女性で「結婚のため」が高くなっています。 

年代別にみると、25～29 歳で「結婚のため」、25～34 歳で「町のサービスに不満があるため」、

30～34 歳で「生活環境がよくないため」、30 歳以上で「子どもの学校のため」、35 歳以上で「親

や親せきの介護のため」が他の年代と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

進
学
・
転
勤
・
就
業
の
た
め 

結
婚
の
た
め 

妊
娠
・
出
産
の
た
め 

子
ど
も
の
学
校
の
た
め 

親
や
親
せ
き
の
介
護
の
た
め 

町
の
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
る
た
め 

生
活
環
境
が
よ
く
な
い
た
め 

理
由
は
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 66 68.2  9.1  1.5  4.5  1.5  12.1  25.8  4.5  12.1  0.0 

女性 84 57.1  25.0  2.4  7.1  2.4  7.1  16.7  7.1  4.8  0.0 

年
代
別 

19歳以下 50 82.0  8.0  0.0 2.0  0.0 4.0  14.0  2.0  6.0  0.0 

20～24歳 31 48.4  22.6  0.0 0.0 0.0 3.2  16.1  19.4  6.5  0.0 

25～29歳 28 53.6  28.6  7.1  3.6  0.0 14.3  17.9  3.6  10.7  0.0 

30～34歳 27 55.6  18.5  3.7  18.5  3.7  22.2  37.0  3.7  7.4  0.0 

35歳以上 14 50.0  21.4  0.0 14.3  14.3  7.1  28.6  0.0 14.3  0.0 

地
区
別 

石川地区 84 65.5  15.5  1.2  6.0  2.4  10.7  17.9  3.6  8.3  0.0 

沢田地区 16 68.8  18.8  0.0 6.3  0.0 6.3  25.0  12.5  0.0 0.0 

山橋地区 9 66.7  22.2  11.1  22.2  0.0 0.0 22.2  0.0 11.1  0.0 

中谷地区 13 46.2  30.8  7.7  0.0 0.0 0.0 15.4  15.4  0.0 0.0 

母畑地区 5 0.0 40.0  0.0 0.0 20.0  20.0  60.0  20.0  20.0  0.0 

野木沢地区 22 63.6  13.6  0.0 4.5  0.0 13.6  22.7  4.5  13.6  0.0 

※地区別は対象者が少数のため、参考値となります。 
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【問 9で「１．近々、引っ越す予定である」、「２．予定はないが、いずれ引っ越すと思う」を選択

した方にうかがいます。】 

問 9-2 引っ越しをした後も石川町と関わっていきたいと思いますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

引っ越しをした後も石川町と関わっていきたいと思っているかについては、「年に数回は町を訪

れたい（観光や帰省等）」が 66.9％で最も高く、次いで「特に関わる予定はない」が 25.8％、「町

のホームページや SNS 等で定期的に情報を取得したい」が 5.3％となっています。 

 

 

  

4.0 

4.6 

0.7 

2.0 

66.9 

5.3 

25.8 

1.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

町に学校や職場があり、毎日通うこ

とになる

地域住民と協働しながら、地域づく

り活動に取り組みたい

特産品の栽培で地域に関わっていき

たい（オーナー制度等）

ふるさとまちづくり応援基金に寄付

をしたい（ふるさと納税）

年に数回は町を訪れたい（観光や帰

省等）

町のホームページやSNS等で定期的に

情報を取得したい

特に関わる予定はない

不明・無回答

（n=151）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、20～24 歳で「町のホームページや SNS 等で定期的に情報を取得したい」、35

歳以上で「地域住民と協働しながら、地域づくり活動に取り組みたい」が他の年代と比べて高くな

っています。 

※地区別は対象者が少数のため、参考値となります。 

 

  

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

町
に
学
校
や
職
場
が
あ
り
、
毎
日
通
う
こ
と
に
な
る 

地
域
住
民
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み
た
い 

特
産
品
の
栽
培
で
地
域
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
（
オ
ー
ナ
ー
制
度
等
） 

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
に
寄
付
を
し
た
い
（
ふ
る
さ
と
納
税
） 

年
に
数
回
は
町
を
訪
れ
た
い
（
観
光
や
帰
省
等
） 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
定
期
的
に
情
報
を
取
得
し
た
い 

特
に
関
わ
る
予
定
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 66 4.5 3.0 1.5 3.0 66.7 7.6 25.8 1.5 

女性 84 3.6 6.0 0.0 1.2 66.7 3.6 26.2 1.2 

年
代
別 

19歳以下 50 2.0 8.0 0.0 2.0 78.0 2.0 18.0 0.0 

20～24歳 31 6.5 0.0 0.0 0.0 58.1 12.9 32.3 3.2 

25～29歳 28 0.0 3.6 3.6 3.6 78.6 3.6 21.4 0.0 

30～34歳 27 7.4 0.0 0.0 0.0 48.1 3.7 40.7 3.7 

35歳以上 14 7.1 14.3 0.0 7.1 57.1 7.1 21.4 0.0 

地
区
別 

石川地区 84 3.6 3.6 1.2 2.4 66.7 4.8 27.4 1.2 

沢田地区 16 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 12.5 18.8 0.0 

山橋地区 9 0.0 0.0 0.0 0.0 77.8 0.0 22.2 0.0 

中谷地区 13 7.7 15.4 0.0 0.0 84.6 0.0 15.4 0.0 

母畑地区 5 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 20.0 40.0 0.0 

野木沢地区 22 9.1 0.0 0.0 4.5 54.5 4.5 31.8 4.5 
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問 10 あなたが、住む場所を検討する際に、重視する点は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

住む場所を検討する際に、重視する点については、「仕事がある」が 61.1％で最も高く、次いで

「交通の便がよい」が 60.5％、「安心安全な場所」が 57.4％となっています。 

 

 

  

27.0 

60.5 

61.1 

57.4 

37.0 

49.7 

38.3 

51.1 

15.6 

12.5 

2.3 

13.7 

1.0 

2.3 

3.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

安心安全な場所

教育・保育のサービスの充実度

医療・福祉のサービスの充実度

家賃

買い物をする店の多さ

移住者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「生まれ育った土地」、女性で「交通の便がよい」と「安心安全な場所」、

「教育・保育のサービスの充実度」、「医療・福祉のサービスの充実度」、「家賃」、「買い物をする店

の多さ」が高くなっています。 

年代別にみると、19 歳以下～24 歳と 35 歳以上で「仕事がある」、25～34 歳で「安心安全な場

所」が最も高くなっています。また、30～34 歳で「交通の便がよい」も最も高くなっています。 

地区別にみると、石川地区と野木沢地区で「仕事がある」、沢田地区と山橋地区で「安心安全な

場所」、中谷地区と母畑地区で「交通の便がよい」が最も高くなっています。また、山橋地区で「買

い物をする店の多さ」、野木沢地区で「家賃」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

自
然
環
境
が
豊
か 

交
通
の
便
が
よ
い 

仕
事
が
あ
る 

安
心
安
全
な
場
所 

教
育
・
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
度 

医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
度 

家
賃 

買
い
物
を
す
る
店
の
多
さ 

移
住
者
へ
の
助
成
制
度 

近
所
の
つ
き
あ
い
、
地
域
活
動
の
活
発
さ 

ま
ち
の
知
名
度 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 27.0 57.9 60.9 53.2 33.0 45.5 33.5 48.5 15.9 11.6 2.1 17.2 1.7 3.0 2.6 

女性 242 26.9 63.2 62.0 61.2 41.3 53.7 43.4 54.1 15.3 13.2 2.5 9.9 0.4 1.7 3.7 

年
代
別 

19歳以下 111 31.5 64.0 57.7 54.1 32.4 51.4 40.5 44.1 12.6 13.5 0.0 2.7 0.9 4.5 0.9 

20～24歳 84 31.0 59.5 66.7 51.2 36.9 45.2 41.7 53.6 14.3 9.5 3.6 16.7 1.2 2.4 2.4 

25～29歳 75 28.0 57.3 62.7 68.0 41.3 49.3 50.7 58.7 21.3 17.3 2.7 18.7 4.0 2.7 4.0 

30～34歳 101 20.8 59.4 58.4 59.4 35.6 46.5 39.6 46.5 13.9 13.9 1.0 15.8 0.0 0.0 3.0 

35歳以上 104 24.0 61.5 63.5 55.8 41.3 54.8 24.0 56.7 17.3 8.7 4.8 16.3 0.0 1.9 5.8 

地
区
別 

石川地区 256 23.8 59.4 61.3 55.5 38.7 50.8 37.9 51.2 16.8 10.5 2.3 12.9 0.8 3.1 2.3 

沢田地区 49 30.6 55.1 55.1 59.2 34.7 49.0 34.7 49.0 16.3 14.3 2.0 14.3 0.0 4.1 4.1 

山橋地区 26 34.6 57.7 46.2 61.5 30.8 46.2 23.1 57.7 7.7 7.7 0.0 19.2 3.8 0.0 0.0 

中谷地区 47 29.8 63.8 59.6 57.4 40.4 40.4 40.4 53.2 10.6 17.0 4.3 12.8 2.1 0.0 2.1 

母畑地区 22 27.3 77.3 72.7 50.0 45.5 54.5 40.9 45.5 18.2 13.6 4.5 4.5 0.0 0.0 9.1 

野木沢地区 70 31.4 65.7 71.4 64.3 31.4 51.4 47.1 54.3 17.1 17.1 1.4 17.1 1.4 1.4 2.9 
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問 11 石川町が住みやすいと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

石川町が住みやすいと感じる点については、「自然環境が良い」が 47.8％で最も高く、次いで「わ

からない・特にない」が 37.6％、「近所のつきあい、地域活動の活発さ」が 9.8％となっています。 

 

  

47.8 

4.0 

8.1 

5.2 

5.2 

4.4 

9.8 

2.1 

8.7 

2.7 

4.6 

3.7 

37.6 

3.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自然環境が良い

公共交通機関

職場が近い、仕事が多い

防犯・防災体制

教育・保育のサービス

医療・福祉のサービス

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちのにぎわい

商業施設（買い物等日常サービス）

道路・上下水道等インフラ整備

公園施設

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、19 歳以下で「近所のつきあい、地域活動の活発さ」が他の年代と比べて高く

なっています。 

地区別にみると、中谷地区で「商業施設（買い物等日常サービス）」が他の地区と比べて高くな

っています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

自
然
環
境
が
良
い 

公
共
交
通
機
関 

職
場
が
近
い
、
仕
事
が
多
い 

防
犯
・
防
災
体
制 

教
育
・
保
育
の
サ
ー
ビ
ス 

医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス 

近
所
の
つ
き
あ
い
、
地
域
活
動
の
活
発
さ 

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い 

商
業
施
設
（
買
い
物
等
日
常
サ
ー
ビ
ス
） 

道
路
・
上
下
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整
備 

公
園
施
設 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 45.5 3.4 8.6 8.2 3.9 4.3 8.6 2.1 6.4 3.0 4.3 3.9 42.1 2.1 

女性 242 49.6 4.5 7.9 2.5 6.6 4.5 10.7 2.1 11.2 2.5 5.0 3.3 33.5 4.1 

年
代
別 

19歳以下 111 55.9 4.5 2.7 7.2 8.1 5.4 17.1 5.4 5.4 3.6 7.2 1.8 30.6 0.9 

20～24歳 84 54.8 4.8 8.3 7.1 0.0 7.1 9.5 2.4 7.1 4.8 3.6 1.2 32.1 2.4 

25～29歳 75 46.7 4.0 5.3 9.3 8.0 1.3 5.3 0.0 9.3 1.3 4.0 2.7 41.3 2.7 

30～34歳 101 41.6 3.0 13.9 4.0 2.0 2.0 10.9 1.0 12.9 3.0 4.0 5.9 38.6 5.0 

35歳以上 104 39.4 3.8 10.6 0.0 7.7 5.8 3.8 1.0 9.6 1.0 3.8 5.8 46.2 4.8 

地
区
別 

石川地区 256 42.6 4.3 11.3 6.6 7.0 5.5 10.2 3.1 9.4 2.7 5.9 3.9 36.7 3.1 

沢田地区 49 59.2 4.1 2.0 6.1 0.0 4.1 8.2 0.0 0.0 4.1 4.1 2.0 36.7 4.1 

山橋地区 26 61.5 3.8 7.7 0.0 7.7 0.0 11.5 3.8 7.7 0.0 3.8 0.0 38.5 0.0 

中谷地区 47 53.2 6.4 8.5 4.3 6.4 4.3 10.6 2.1 17.0 4.3 6.4 4.3 36.2 0.0 

母畑地区 22 45.5 0.0 4.5 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0 0.0 45.5 9.1  

野木沢地区 70 51.4 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 10.0 0.0 10.0 1.4 1.4 5.7 40.0 2.9 
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問 12 あなたが、住む場所を決めたり、住宅を購入したりする際に、きっかけになり得る行政サー

ビスは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

住む場所を決めたり、住宅を購入したりする際に、きっかけになり得る行政サービスについて

は、「子育て世代への税制優遇や補助金」が 55.7％で最も高く、次いで「転入者に対する税制優遇

や補助金」が 46.6％、「医療費無料制度」が 43.9％となっています。 

  

46.6 

55.7 

15.6 

6.4 

8.7 

4.4 

9.8 

16.2 

16.2 

39.7 

43.9 

8.9 

2.9 

8.9 

3.3 

4

4.6

7.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

転入者に対する税制優遇や補助金

子育て世代への税制優遇や補助金

二世帯住宅、三世代同居などへの助成

移住歓迎パンフレットの作成

転入に関する相談窓口

定住促進専用のホームページ

空き家バンク

住宅開発

大規模商業施設の誘致

保育園・学童保育の充実

医療費無料制度

地域資源を生かした自然とふれあう教

育

ブランド力や特徴のある教育機関の誘

致

地域コミュニティの充実

農業体験等が簡単にできる仕組み

町民団体活動、地域活動の支援

その他

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「住宅開発」と「大規模商業施設の誘致」、女性で「転入に関する相談窓

口」と「保育園・学童保育の充実」、「医療費無料制度」が高くなっています。 

年代別にみると、20～24 歳と 35 歳以上で「医療費無料制度」、25～29 歳と 35 歳以上で「保

育園・学童保育の充実」、35 歳以上で「二世帯住宅、三世代同居などへの助成」が他の年代と比べ

て高くなっています。 

地区別にみると、石川地区で「地域コミュニティの充実」、山橋地区で「保育園・学童保育の充

実」、野木沢地区で「転入者に対する税制優遇や補助金」と「医療費無料制度」が他の地区と比べ

て高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

転
入
者
に
対
す
る
税
制
優
遇
や
補
助
金 

子
育
て
世
代
へ
の
税
制
優
遇
や
補
助
金 

二
世
帯
住
宅
、
三
世
代
同
居
な
ど
へ
の
助
成 

移
住
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成 

転
入
に
関
す
る
相
談
窓
口 

定
住
促
進
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

空
き
家
バ
ン
ク 

住
宅
開
発 

大
規
模
商
業
施
設
の
誘
致 

性
別 

男性 233 47.2  51.5  15.9  6.4  6.0  4.3  8.6  19.3  19.3  

女性 242 46.3  60.7  15.7  6.6  11.6  4.5  11.2  13.2  13.6  

年
代
別 

19歳以下 111 43.2  45.9  9.9  7.2  9.0  3.6  4.5  15.3  12.6  

20～24歳 84 51.2  51.2  17.9  4.8  8.3  2.4  2.4  16.7  22.6  

25～29歳 75 54.7  68.0  13.3  9.3  13.3  6.7  10.7  18.7  12.0  

30～34歳 101 40.6  54.5  12.9  4.0  11.9  5.9  16.8  15.8  13.9  

35歳以上 104 47.1  64.4  25.0  7.7  2.9  3.8  14.4  15.4  21.2  

地
区
別 

石川地区 256 46.5  56.3  14.5  7.4  9.4  5.1  11.7  18.0  17.2  

沢田地区 49 53.1  59.2  16.3  6.1  8.2  2.0  8.2  12.2  8.2  

山橋地区 26 38.5  76.9  11.5  11.5  11.5  7.7  3.8  11.5  7.7  

中谷地区 47 36.2  44.7  17.0  2.1  8.5  6.4  8.5  12.8  23.4  

母畑地区 22 40.9  68.2  22.7  4.5  4.5  0.0 4.5  13.6  18.2  

野木沢地区 70 58.6  54.3  20.0  5.7  8.6  2.9  10.0  18.6  18.6  
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単位（％） 

ｎ
（
人
） 

保
育
園
・
学
童
保
育
の
充
実 

医
療
費
無
料
制
度 

地
域
資
源
を
生
か
し
た
自
然
と
ふ
れ
あ
う
教
育 

ブ
ラ
ン
ド
力
や
特
徴
の
あ
る
教
育
機
関
の
誘
致 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実 

農
業
体
験
等
が
簡
単
に
で
き
る
仕
組
み 

町
民
団
体
活
動
、
地
域
活
動
の
支
援 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 36.1  41.6  6.4  3.4  9.0  2.6  2.6  6.0  6.9  

女性 242 43.8  46.7  11.2  2.5  8.7  4.1  5.0  3.3  6.6  

年
代
別 

19歳以下 111 35.1  41.4  6.3  0.0 12.6  3.6  6.3  7.2  3.6  

20～24歳 84 31.0  53.6  6.0  2.4  8.3  0.0 2.4  3.6  4.8  

25～29歳 75 45.3  42.7  13.3  2.7  6.7  8.0  6.7  2.7  5.3  

30～34歳 101 36.6  36.6  8.9  6.9  9.9  3.0  4.0  5.9  9.9  

35歳以上 104 51.9  48.1  10.6  2.9  5.8  2.9  0.0 2.9  9.6  

地
区
別 

石川地区 256 38.3  44.5  9.4  3.5  8.2  3.9  4.3  6.3  5.9  

沢田地区 49 40.8  42.9  4.1  2.0  16.3  2.0  2.0  6.1  4.1  

山橋地区 26 50.0  34.6  3.8  3.8  7.7  3.8  3.8  3.8  3.8  

中谷地区 47 44.7  40.4  14.9  4.3  10.6  4.3  4.3  2.1  10.6  

母畑地区 22 27.3  45.5  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5  18.2  

野木沢地区 70 42.9  50.0  11.4  1.4  8.6  2.9  4.3  0.0 2.9  
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問 13 あなたは、地域活動※に参加していますか。（１つに〇）※地域活動とは、地域にお住まい

の方が中心となり、地域をより良くするために行う活動です。 

地域活動に参加しているかについては、「いいえ」が 72.6％で、「はい」の 23.7％を上回ってい

ます。 

性別にみると、男性で「はい」が女性と比べて高くなっています。 

年代別にみると、35 歳以上で「はい」が他の年代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、母畑地区で「はい」、野木沢地区で「いいえ」が他の地区と比べて高くなって

います。 

  

23.7 

35.2 

12.8 

14.4 

13.1 

25.3 

26.7 

38.5 

22.7 

28.6 

30.8 

25.5 

45.5 

15.7 

72.6 

61.8 

84.3 

82.9 

85.7 

73.3 

68.3 

57.7 

75.0 

67.3 

65.4 

74.5 

50.0 

81.4 

3.7 

3.0 

2.9 

2.7 

1.2 

1.3 

5.0 

3.8 

2.3 

4.1 

3.8 

0.0 

4.5 

2.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

はい いいえ 不明・無回答

【
性
別
】

【
地
区
別
】

【
年
代
別
】
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問 13-1 あなたが参加している市民活動はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

参加している市民活動については、「防災活動」が 38.6％で最も高く、次いで「まちの美化・緑

化」が 30.7％、「ゴミの減量・リサイクル」が 14.0％となっています。 

 

  

38.6 

4.4 

6.1 

1.8 

3.5 

2.6 

14.0 

30.7 

7.9 

13.2 

8.8 

5.3 

6.1 

1.8 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

防災活動

防犯活動

子育て支援

高齢者の支援

障がい者（児）の支援

健康づくり活動

ゴミの減量・リサイクル

まちの美化・緑化

青少年健全育成

スポーツ活動

文化や芸術活動

レクリエーション活動

その他

分からない

不明・無回答

（n=114）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「防災活動」、女性で「ゴミの減量・リサイクル」が高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

防
災
活
動 

防
犯
活
動 

子
育
て
支
援 

高
齢
者
の
支
援 

障
が
い
者
（
児
）
の

支
援 

健
康
づ
く
り
活
動 

ゴ
ミ
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル 

ま
ち
の
美
化
・
緑
化 

性
別 

男性 82 52.4  4.9  6.1  1.2  2.4  3.7  7.3  30.5  

女性 31 3.2  3.2  6.5  3.2  6.5  0.0 32.3  29.0  

年
代
別 

19歳以下 16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0  18.8  

20～24歳 11 18.2  0.0 0.0 0.0 18.2  9.1  18.2  27.3  

25～29歳 19 63.2  5.3  0.0 5.3  0.0 0.0 5.3  10.5  

30～34歳 27 48.1  3.7  7.4  3.7  3.7  0.0 11.1  33.3  

35歳以上 40 42.5  7.5  12.5  0.0 2.5  5.0  15.0  42.5  

地
区
別 

石川地区 58 34.5  1.7  5.2  3.4  5.2  0.0 13.8  36.2  

沢田地区 14 42.9  21.4  7.1  0.0 0.0 0.0 14.3  35.7  

山橋地区 8 62.5  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0  

中谷地区 12 33.3  0.0 8.3  0.0 8.3  16.7  25.0  25.0  

母畑地区 10 60.0  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

野木沢地区 11 27.3  9.1  18.2  0.0 0.0 9.1  27.3  27.3  

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

青
少
年
健
全
育
成 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

文
化
や
芸
術
活
動 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動 

そ
の
他 

分
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

 

性
別 

男性 82 8.5  12.2  8.5  7.3  4.9  2.4  0.0  

女性 31 6.5  16.1  9.7  0.0 9.7  0.0 0.0  

年
代
別 

19歳以下 16 0.0 25.0  12.5  0.0 25.0  6.3  0.0  

20～24歳 11 18.2  9.1  9.1  9.1  0.0 0.0 0.0  

25～29歳 19 0.0 10.5  10.5  10.5  5.3  5.3  0.0  

30～34歳 27 3.7  14.8  3.7  3.7  7.4  0.0 0.0  

35歳以上 40 15.0  10.0  10.0  5.0  0.0 0.0 0.0  

地
区
別 

石川地区 58 3.4  12.1  6.9  6.9  1.7  3.4  0.0  

沢田地区 14 14.3  21.4  0.0 7.1  0.0 0.0 0.0  

山橋地区 8 25.0  12.5  25.0  0.0 12.5  0.0 0.0  

中谷地区 12 16.7  16.7  25.0  8.3  8.3  0.0 0.0  

母畑地区 10 10.0  10.0  0.0 0.0 30.0  0.0 0.0  

野木沢地区 11 0.0 9.1  9.1  0.0 9.1  0.0 0.0  

※年代別と地区別は対象者が少数のため、参考値となります。  
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５．働くことについてうかがいます。 

問 14 あなたは、現在、どこで働いていますか（就労形態は問わない）。（１つに○） 

就労場所については、「町外」が 40.5％で最も高く、次いで「働いていない」が 30.4％、「町内」

が 26.2％となっています。 

年代別にみると、25～29 歳で「町外」、35 歳以上で「町内」が他の年代と比べて高くなってい

ます。 

地区別にみると、中谷地区で「町外」が他の地区と比べて高くなっています。 

  

30.4 

32.2 

29.3 

86.5 

32.1 

8.0 

9.9 

6.7 

28.1 

36.7 

38.5 

29.8 

27.3 

34.3 

26.2 

25.8 

26.9 

6.3 

25.0 

30.7 

31.7 

40.4 

29.3 

20.4 

26.9 

21.3 

27.3 

22.9 

40.5 

40.3 

41.3 

5.4 

41.7 

61.3 

55.4 

49.0 

40.6 

40.8 

30.8 

48.9 

36.4 

42.9 

2.9 

1.7 

2.5 

1.8 

1.2 

0.0 

3.0 

3.8 

2.0 

2.0 

3.8 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

働いていない 町内 町外 不明・無回答

【
性
別
】

【
地
区
別
】

【
年
代
別
】
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【問 14で「１．働いていない」を選択した方にうかがいます。】 

問 14-1 次のうち、どの分野の仕事を希望しますか。（あてはまるものすべてに○） 

希望する仕事の分野については、「その他」を除くと「公務員」が 33.6％で最も高く、次いで「商

業・サービス業（大企業）」が 17.1％、「商業・サービス業（中小企業）」が 16.4％となっています。 

 

 

  

3.4 

13.0 

7.5 

17.1 

16.4 

33.6 

10.3 

2.7 

24.7 

6.8 

0.0% 20.0% 40.0%

農林業・畜産業

工業（大企業）

工業（中小企業）

商業・サービス業（大企業）

商業・サービス業（中小企業）

公務員

自由業（芸能・スポーツ・弁護士

など）

働きたくない

その他

不明・無回答

（n=146）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「工業（大企業）」と「工業（中小企業）」、女性で「商業・サービス業（中

小企業）」が高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

農
林
業
・
畜
産
業 

工
業
（
大
企
業
） 

工
業
（
中
小
企
業
） 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
大
企
業
） 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
中
小
企
業
） 

公
務
員 

自
由
業
（
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
・
弁
護
士
な
ど
） 

働
き
た
く
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 75 4.0  21.3  10.7  14.7  8.0  33.3  10.7  4.0  21.3  5.3  

女性 71 2.8  4.2  4.2  19.7  25.4  33.8  9.9  1.4  28.2  8.5  

年
代
別 

19歳以下 96 2.1  10.4  3.1  19.8  13.5  38.5  9.4  0.0 28.1  4.2  

20～24歳 27 3.7  14.8  11.1  14.8  18.5  37.0  0.0 3.7  18.5  18.5  

25～29歳 6 16.7  0.0 0.0 0.0 16.7  0.0 33.3  16.7  16.7  16.7  

30～34歳 10 10.0  30.0  30.0  10.0  40.0  20.0  30.0  10.0  20.0  0.0 

35歳以上 7 0.0 28.6  28.6  14.3  14.3  0.0 14.3  14.3  14.3  0.0 

地
区
別 

石川地区 72 4.2  15.3  8.3  13.9  13.9  37.5  11.1  1.4  26.4  2.8  

沢田地区 18 0.0 11.1  5.6  27.8  16.7  22.2  0.0 5.6  22.2  5.6  

山橋地区 10 0.0 10.0  20.0  10.0  30.0  20.0  10.0  0.0 10.0  30.0  

中谷地区 14 14.3  0.0 0.0 14.3  28.6  35.7  28.6  0.0 21.4  7.1  

母畑地区 6 0.0 16.7  0.0 16.7  0.0 33.3  0.0 0.0 50.0  0.0 

野木沢地区 24 0.0 16.7  8.3  25.0  16.7  33.3  8.3  8.3  25.0  8.3  

※年代別と地区別は対象者が少数のため、参考値となります。  
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【問 14で「２．町内」、「３．町外」を選択した方にうかがいます。】 

問 14-2 現在、働いている環境で改善してほしい点は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

働いている環境で改善してほしい点については、「給与」が 54.2％で最も高く、次いで「休みの

日数（有休の取得など）」が 25.2％、「職場の人間関係」が 19.3％となっています。 

 

 

  

54.2 

25.2 

17.4 

10.9 

19.3 

17.4 

16.2 

5.0 

6.5 

8.1 

10.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

給与

休みの日数（有休の取得など）

労働時間

通勤時間

職場の人間関係

仕事の内容・やりがい

福利・厚生

介護・育休制度の有無

法令順守（パワハラ・セクハラなど）

その他

不明・無回答

（n=321）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「休みの日数（有給の取得など）」、女性で「職場の人間関係」が高くなっ

ています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

給
与 

休
み
の
日
数
（
有
休
の
取
得
な
ど
） 

労
働
時
間 

通
勤
時
間 

職
場
の
人
間
関
係 

仕
事
の
内
容
・
や
り
が
い 

福
利
・
厚
生 

介
護
・
育
休
制
度
の
有
無 

法
令
順
守
（
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
） 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 75 52.6  28.6  16.2  12.3  14.9  16.2  15.6  3.9  6.5  6.5  12.3  

女性 71 55.8  21.8  18.8  9.1  23.6  18.8  17.0  6.1  6.7  9.7  8.5  

年
代
別 

19歳以下 96 61.5  15.4  7.7  0.0 23.1  15.4  23.1  0.0 7.7  15.4  23.1  

20～24歳 27 53.6  26.8  30.4  19.6  30.4  17.9  10.7  7.1  7.1  8.9  5.4  

25～29歳 6 60.9  30.4  15.9  11.6  10.1  18.8  17.4  4.3  7.2  10.1  7.2  

30～34歳 10 53.4  22.7  13.6  9.1  10.2  15.9  17.0  6.8  3.4  6.8  11.4  

35歳以上 7 49.5  23.7  16.1  7.5  28.0  18.3  17.2  3.2  8.6  6.5  12.9  

地
区
別 

石川地区 72 55.3  27.4  20.7  10.1  17.9  19.6  15.6  6.1  8.9  10.6  8.4  

沢田地区 18 43.3  26.7  10.0  13.3  23.3  13.3  16.7  3.3  3.3  6.7  16.7  

山橋地区 10 60.0  6.7  0.0 6.7  26.7  13.3  20.0  0.0 0.0 6.7  13.3  

中谷地区 14 45.5  21.2  18.2  15.2  15.2  9.1  15.2  9.1  3.0  6.1  12.1  

母畑地区 6 71.4  28.6  14.3  7.1  35.7  7.1  14.3  0.0 14.3  0.0 7.1  

野木沢地区 24 56.5  21.7  15.2  10.9  19.6  21.7  19.6  2.2  0.0 4.3  13.0  

※年代別と地区別は対象者が少数のため、参考値となります。 
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【問 14で「３．町外」を選択した方にうかがいます。】 

問 14-3 どこで働いていますか。（あてはまるもの１つに○） 

勤務場所については、「その他福島県内」が 35.9％で最も高く、次いで「須賀川市」が 18.5％、

「白河市」が 13.8％となっています。 

 

 

  

18.5 

13.8 

10.3 

7.2 

9.7 

35.9 

4.1 

0.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

須賀川市

白河市

郡山市

玉川村

矢吹町

その他福島県内

福島県外

不明・無回答

（n=195）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「矢吹町」、女性で「須賀川市」と「白河市」が高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

須
賀
川
市 

白
河
市 

郡
山
市 

玉
川
村 

矢
吹
町 

そ
の
他
福
島
県
内 

福
島
県
外 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 94 13.8  9.6  8.5  9.6  13.8  39.4  4.3  1.1  

女性 100 23.0  18.0  12.0  5.0  6.0  33.0  3.0  0.0 

年
代
別 

19歳以下 6 16.7  16.7  16.7  0.0 16.7  33.3  0.0 0.0 

20～24歳 35 20.0  14.3  11.4  8.6  5.7  31.4  5.7  2.9  

25～29歳 46 17.4  8.7  13.0  8.7  2.2  47.8  2.2  0.0 

30～34歳 56 14.3  21.4  8.9  8.9  12.5  26.8  7.1  0.0 

35歳以上 51 23.5  9.8  7.8  3.9  15.7  39.2  0.0 0.0 

地
区
別 

石川地区 104 20.2  11.5  8.7  5.8  4.8  47.1  1.0  1.0  

沢田地区 20 25.0  25.0  15.0  5.0  10.0  20.0  0.0 0.0 

山橋地区 8 12.5  12.5  0.0 25.0  12.5  25.0  12.5  0.0 

中谷地区 23 21.7  21.7  8.7  0.0 8.7  21.7  17.4  0.0 

母畑地区 8 0.0 0.0 25.0  25.0  25.0  25.0  0.0 0.0 

野木沢地区 30 13.3  13.3  10.0  10.0  23.3  26.7  3.3  0.0 

※地区別は対象者が少数のため、参考値となります。 
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【問 14で「３．町外」を選択した方にうかがいます。】 

問 14-4 現在、働いている場所と異なる石川町に住んでいる理由は何ですか。（あてはまるものす

べてに○） 

働いている場所と異なる石川町に住んでいる理由については、「その他」を除くと「現在の職場

のあるところに働く前から住んでいたから（実家だから）」が 68.7％で最も高く、次いで「家族が

町内に通勤・通学しているから」が 8.7％、「職場に近いから（交通の便が良いから）」が 7.2％と

なっています。 

 

 

 

  

68.7 

8.7 

4.1 

7.2 

6.2 

1.0 

3.6 

15.4 

2.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

現在の職場のあるところに働く前か

ら住んでいたから（実家だから）

家族が町内に通勤・通学しているか

ら

人間関係がよいから（友達がいるな

ど）

職場に近いから（交通の便がよいか

ら）

生活環境がよいから

医療・福祉のサービスがよいから

家賃が安いから

その他

不明・無回答

（n=195）
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■性別・年代別・地区別 

年代別にみると、20～24 歳で「生活環境が良いから」が他の年代と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

現
在
の
職
場
の
あ
る
と
こ
ろ
に
働
く
前
か
ら

住
ん
で
い
た
か
ら
（
実
家
だ
か
ら
） 

家
族
が
町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
か
ら 

人
間
関
係
が
よ
い
か
ら
（
友
達
が
い
る
な
ど
） 

職
場
に
近
い
か
ら
（
交
通
の
便
が
よ
い
か
ら
） 

生
活
環
境
が
よ
い
か
ら 

医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
よ
い
か
ら 

家
賃
が
安
い
か
ら 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 94 67.0  6.4  3.2  8.5  6.4  2.1  3.2  13.8  5.3  

女性 100 71.0  11.0  5.0  6.0  6.0  0.0 4.0  16.0  0.0 

年
代
別 

19歳以下 6 50.0  0.0 0.0 16.7  0.0 0.0 16.7  16.7  0.0 

20～24歳 35 68.6  8.6  5.7  8.6  17.1  2.9  2.9  5.7  2.9  

25～29歳 46 69.6  4.3  6.5  8.7  2.2  2.2  2.2  13.0  4.3  

30～34歳 56 73.2  10.7  5.4  1.8  3.6  0.0 5.4  17.9  1.8  

35歳以上 51 66.7  11.8  0.0 9.8  5.9  0.0 2.0  19.6  2.0  

地
区
別 

石川地区 104 65.4  8.7  5.8  4.8  8.7  1.9  4.8  17.3  2.9  

沢田地区 20 75.0  0.0 0.0 10.0  5.0  0.0 0.0 10.0  5.0  

山橋地区 8 87.5  12.5  25.0  0.0 0.0 0.0 12.5  0.0 0.0 

中谷地区 23 73.9  13.0  0.0 4.3  4.3  0.0 0.0 13.0  4.3  

母畑地区 8 87.5  12.5  0.0 37.5  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

野木沢地区 30 66.7  10.0  0.0 10.0  0.0 0.0 0.0 20.0  0.0 

※地区別は対象者が少数のため、参考値となります。 
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問 15 あなたは、今後、新たに職に就く、もしくは転職の希望はありますか。（１つに○） 

新たに職に就く、もしくは転職の希望はあるかについては、「就職・転職の希望はない」が 44.7％

で最も高く、次いで「町外で就職・転職したい」が 32.6％、「町内で就職・転職したい」が 12.7％

となっています。 

年代別にみると、年代が高くなるにつれて、「就職・転職の希望はない」が高く、「町外で就職・

転職したい」が低くなっています。 

地区別にみると、山橋地区で「町内で就職・転職したい」が他の地区と比べて高くなっています。 

  

44.7 

49.4 

40.5 

17.1 

32.1 

50.7 

59.4 

66.3 

44.1 

53.1 

38.5 

44.7 

36.4 

48.6 

12.7 

9.4 

16.1 

10.8 

17.9 

9.3 

14.9 

11.5 

12.9 

8.2 

23.1 

14.9 

9.1 

11.4 

32.6 

31.3 

34.7 

60.4 

40.5 

34.7 

17.8 

11.5 

34.0 

32.7 

23.1 

34.0 

31.8 

34.3 

10.0 

9.9 

8.7 

11.7 

9.5 

5.3 

7.9 

10.6 

9.0 

6.1 

15.4 

6.4 

22.7 

5.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=481）

男性（n=233）

女性（n=242）

19歳以下（n=111）

20～24歳（n=84）

25～29歳（n=75）

30～34歳（n=101）

35歳以上（n=104）

石川地区（n=256）

沢田地区（n=49）

山橋地区（n=26）

中谷地区（n=47）

母畑地区（n=22）

野木沢地区（n=70）

就職・転職の希望はない 町内で就職・転職したい

町外で就職・転職したい 不明・無回答

【
性
別
】

【
地
区
別
】

【
年
代
別
】
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【問 15で「２．町内で就職・転職したい」と「３．町外で就職・転職したい」を選択した方にう

かがいます。】 

問 15-1 あなたは（将来的に）仕事を選択する上で何を重視しますか。（あてはまるものすべてに

○） 

仕事を選択する上で重視することについては、「給与」が 82.6％で最も高く、次いで「休みの日

数（有休の取得など）」が 68.8％、「仕事の内容・やりがい」が 65.6％となっています。 

 

  

82.6 

68.8 

56.9 

44.0 

51.8 

65.6 

46.3 

26.6 

26.6 

1.8 

0.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

給与

休みの日数（有休の取得など）

労働時間

通勤時間

職場の人間関係

仕事の内容・やりがい

福利・厚生

介護・育休制度の有無

法令順守（パワハラ・セクハラな

ど）

その他

不明・無回答

（n=218）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「仕事の内容・やりがい」、女性で「休みの日数（有給の取得など）」と「職

場の人間関係」、「福利・厚生」、「介護・育休制度の有無」、「法令順守（パワハラ・セクハラなど）」

が高くなっています。 

年代別にみると、19 歳以下～24 歳で「仕事の内容・やりがい」、20～24 歳と 35 歳以上で「休

みの日数（有給の取得など）」、20～24 歳で「法令順守（パワハラ・セクハラなど）」、25～34 歳

で「福利・厚生」、35 歳以上で「労働時間」と「通勤時間」が他の年代と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

給
与 

休
み
の
日
数
（
有
休
の
取
得
な
ど
） 

労
働
時
間 

通
勤
時
間 

職
場
の
人
間
関
係 

仕
事
の
内
容
・
や
り
が
い 

福
利
・
厚
生 

介
護
・
育
休
制
度
の
有
無 

法
令
順
守
（
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
） 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 95 80.0  62.1  54.7  42.1  45.3  68.4  41.1  16.8  22.1  2.1  1.1  

女性 123 84.6  74.0  58.5  45.5  56.9  63.4  50.4  34.1  30.1  1.6  0.8  

年
代
別 

19歳以下 79 79.7  63.3  46.8  36.7  58.2  75.9  30.4  21.5  27.8  0.0 1.3  

20～24歳 49 85.7  75.5  55.1  44.9  53.1  65.3  53.1  30.6  34.7  4.1  0.0 

25～29歳 33 87.9  66.7  63.6  39.4  45.5  54.5  60.6  27.3  24.2  0.0 3.0  

30～34歳 33 81.8  69.7  63.6  51.5  54.5  57.6  57.6  33.3  21.2  3.0  0.0 

35歳以上 24 79.2  75.0  75.0  62.5  33.3  58.3  50.0  25.0  16.7  4.2  0.0 

地
区
別 

石川地区 120 79.2  70.0  57.5  47.5  55.8  65.8  47.5  29.2  30.8  1.7  0.0 

沢田地区 20 70.0  40.0  35.0  25.0  45.0  80.0  40.0  25.0  30.0  0.0 10.0  

山橋地区 12 91.7  75.0  58.3  33.3  33.3  66.7  50.0  41.7  33.3  0.0 0.0 

中谷地区 23 91.3  69.6  52.2  30.4  39.1  65.2  47.8  13.0  8.7  4.3  0.0 

母畑地区 9 100.0  88.9  77.8  66.7  77.8  77.8  33.3  33.3  22.2  0.0 0.0 

野木沢地区 32 87.5  71.9  65.6  50.0  53.1  53.1  50.0  21.9  18.8  3.1  0.0 

  



 

53 

 

問 16 石川町内での就労のために、町がするべき行政サービスのうち、必要だと感じるものはどれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

石川町内での就労のために、町がするべき行政サービスのうち、必要だと感じるものについて

は、「企業情報などの情報発信」が 43.9％で最も高く、次いで「就労に関する相談窓口」が 38.5％、

「起業支援」が 28.3％となっています。 

 

 

 

  

38.5 

19.5 

43.9 

21.6 

28.3 

4.0 

16.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

就労に関する相談窓口

企業などと連携した職業体験

企業情報などの情報発信

合同就職（転職）説明会

起業支援

その他

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、女性で「就労に関する相談窓口」が男性と比べて高くなっています。 

年代別にみると、19 歳以下で「企業などと連携した職業体験」が他の年代と比べて高くなって

います。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

就
労
に
関
す
る
相
談
窓
口 

企
業
な
ど
と
連
携
し
た
職
業
体
験 

企
業
情
報
な
ど
の
情
報
発
信 

合
同
就
職
（
転
職
）
説
明
会 

起
業
支
援 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 34.8  20.2  42.9  23.2  30.9  4.7  16.7  

女性 242 43.0  19.0  45.9  20.7  26.0  3.3  13.6  

年
代
別 

19歳以下 111 39.6  26.1  39.6  15.3  27.9  4.5  9.9  

20～24歳 84 39.3  14.3  47.6  27.4  25.0  3.6  14.3  

25～29歳 75 42.7  20.0  49.3  26.7  29.3  6.7  9.3  

30～34歳 101 35.6  15.8  45.5  23.8  28.7  2.0  19.8  

35歳以上 104 38.5  20.2  42.3  19.2  30.8  3.8  21.2  

地
区
別 

石川地区 256 40.6  18.8  44.9  25.8  25.8  3.5  15.6  

沢田地区 49 32.7  22.4  40.8  12.2  22.4  4.1  18.4  

山橋地区 26 42.3  19.2  46.2  7.7  30.8  3.8  11.5  

中谷地区 47 40.4  25.5  42.6  19.1  27.7  10.6  12.8  

母畑地区 22 40.9  22.7  40.9  18.2  36.4  0.0 31.8  

野木沢地区 70 34.3  17.1  47.1  24.3  41.4  2.9  5.7  

 

  



 

55 

 

問 17 若者のＵターン、Ｉターンを増やすためには、どのような仕事があればよいと思いますか。

（あてはまるものすべてに○） 

若者のＵターン、Ｉターンを増やすためには、どのような仕事があればよいと思うかについて

は、「業種を問わない」が 37.2％で最も高く、次いで「ＩＴ関連」が 33.5％、「製造業（技術職）」

が 27.9％となっています。 

 

 

 

  

20.2 

27.9 

16.8 

9.4 

18.3 

23.7 

33.5 

37.2 

5.0 

4.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

製造業（事務職）

製造業（技術職）

製造業（業務職）

卸・小売業

サービス業（金融・保険含む）

公務員・公的機関

ＩＴ関連

業種を問わない

その他

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、男性で「製造業（技術職）」、女性で「製造業（事務職）」が高くなっています。 

年代別にみると、25～29 歳で「製造業（技術職）」、25～34 歳で「製造業（業務職）」が他の年

代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、母畑地区と野木沢地区で「IT 関連」が他の地区と比べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

製
造
業
（
事
務
職
） 

製
造
業
（
技
術
職
） 

製
造
業
（
業
務
職
） 

卸
・
小
売
業 

サ
ー
ビ
ス
業
（
金
融
・
保
険
含
む
） 

公
務
員
・
公
的
機
関 

Ｉ
Ｔ
関
連 

業
種
を
問
わ
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 17.6  30.5  18.0  9.0  17.6  24.0  38.2  32.6  4.3  4.7  

女性 242 22.7  25.2  15.3  9.9  19.4  23.6  28.9  41.3  5.8  4.5  

年
代
別 

19歳以下 111 14.4  13.5  7.2  8.1  23.4  27.0  36.9  33.3  7.2  1.8  

20～24歳 84 21.4  23.8  13.1  7.1  19.0  22.6  31.0  42.9  6.0  7.1  

25～29歳 75 33.3  37.3  24.0  10.7  18.7  24.0  30.7  33.3  5.3  4.0  

30～34歳 101 17.8  34.7  22.8  10.9  21.8  28.7  34.7  33.7  4.0  5.0  

35歳以上 104 18.3  32.7  18.3  10.6  9.6  16.3  32.7  42.3  2.9  5.8  

地
区
別 

石川地区 256 21.1  30.5  17.6  9.4  19.1  25.0  33.2  33.6  4.7  5.1  

沢田地区 49 16.3  30.6  14.3  8.2  22.4  22.4  34.7  32.7  4.1  8.2  

山橋地区 26 23.1  23.1  15.4  3.8  19.2  15.4  19.2  34.6  0.0 3.8  

中谷地区 47 21.3  21.3  14.9  14.9  14.9  23.4  31.9  48.9  6.4  2.1  

母畑地区 22 22.7  36.4  22.7  13.6  13.6  22.7  40.9  45.5  4.5  13.6  

野木沢地区 70 18.6  21.4  15.7  8.6  17.1  24.3  38.6  40.0  8.6  0.0 
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６．人口減少社会におけるまちづくりについてうかがいます。 

問 18 人口減少対策として、石川町では特にどのような取り組みに力を入れるべきだと思いますか。

（１つに〇） 

人口減少対策として、石川町では特にどのような取り組みに力を入れるべきだと思うかについ

ては、「働く場の確保」が 52.0％で最も高く、次いで「結婚や子育ての支援」が 17.0％、「医療・

福祉環境の充実」が 7.5％となっています。 

 

 
  

52.0 

4.4 

7.5 

17.0 

1.5 

5.8 

6.2 

3.3 

2.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

働く場の確保

起業・新規就農の支援

医療・福祉環境の充実

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

移住や定住の促進

道路や公共交通などの生活基盤の整

備

その他

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

地区別にみると、中谷地区で「道路や公共交通などの生活基盤の整備」が他の地区と比べて高く

なっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

働
く
場
の
確
保 

起
業
・
新
規
就
農
の
支
援 

医
療
・
福
祉
環
境
の
充
実 

結
婚
や
子
育
て
の
支
援 

教
育
環
境
の
充
実 

移
住
や
定
住
の
促
進 

道
路
や
公
共
交
通
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 51.9  5.2  5.6  15.0  1.3  6.4  9.9  2.6  2.1  

女性 242 52.5  3.7  8.7  19.0  1.7  5.0  2.9  4.1  2.5  

年
代
別 

19歳以下 111 45.9  3.6  5.4  17.1  2.7  9.0  9.0  5.4  1.8  

20～24歳 84 66.7  1.2  8.3  14.3  0.0 0.0 4.8  1.2  3.6  

25～29歳 75 52.0  2.7  5.3  22.7  1.3  6.7  6.7  2.7  0.0 

30～34歳 101 44.6  8.9  5.0  19.8  2.0  8.9  5.9  3.0  2.0  

35歳以上 104 54.8  4.8  11.5  12.5  1.0  2.9  4.8  3.8  3.8  

地
区
別 

石川地区 256 50.4  4.3  7.8  15.2  1.6  6.6  7.0  4.7  2.3  

沢田地区 49 53.1  6.1  6.1  18.4  6.1  2.0  6.1  0.0 2.0  

山橋地区 26 50.0  7.7  0.0 30.8  0.0 0.0 3.8  3.8  3.8  

中谷地区 47 53.2  6.4  4.3  17.0  0.0 6.4  12.8  0.0 0.0 

母畑地区 22 72.7  0.0 0.0 9.1  0.0 9.1  4.5  0.0 4.5  

野木沢地区 70 51.4  2.9  12.9  21.4  0.0 5.7  1.4  4.3  0.0 
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問 19 最後に、令和元年 10 月に関東・東北地方を中心とする豪雨災害があり、石川町においても

甚大な被害が発生しました。このような自然災害への対策として、今後石川町では特にどの

ようなことを優先的に取り組むべきだと思いますか。（１つに〇） 

自然災害への対策として、今後石川町で特に優先的に取り組むことについては、「災害に強い都

市基盤の整備(公共施設、インフラの地震対策など)」が 26.4％で最も高く、次いで「自宅や自治会

等における水、食料など非常時の備蓄の促進」が 12.5％、「災害時の避難に配慮や支援を要する

方々(高齢者、障がい者など)への支援体制づくり」が 11.4％となっています。 

 

  

12.5 

8.1 

4.8 

11.4 

8.3 

8.7 

26.4 

7.5 

6.4 

2.5 

3.3 

0.0% 20.0% 40.0%

自宅や自治会等における水、食料など

非常時の備蓄の促進

家屋やブロック塀などの耐震化の促進

地域主体の防災訓練や避難所運営への

支援

災害時の避難に配慮や支援を要する

方々(高齢者、障がい者など)への支援

体制づくり

学校などの避難所機能の向上(非常用

電源、マンホールトイレの整備など)

避難所の防災備蓄品の充実

災害に強い都市基盤の整備(公共施

設、インフラの地震対策など)

災害時の情報収集・発信体制の整備

行政・関係機関・地域の連携強化

関係機関との広域的な相互支援体制づ

くり

不明・無回答

（n=481）
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■性別・年代別・地区別 

性別にみると、女性で「災害時の避難に配慮や支援を要する方々（高齢者、障がい者など）への

支援体制づくり」が男性と比べて高くなっています。 

年代別にみると、20～24 歳で「災害時の情報収集や発信体制の整備」、25～29 歳で「地域主体

の防災訓練や避難所運営への支援」が他の年代と比べて高くなっています。 

地区別にみると、沢田地区と山橋地区で「災害時の情報収集・発信体制の整備」が他の地区と比

べて高くなっています。 

 

単位（％） 

ｎ
（
人
） 

自
宅
や
自
治
会
等
に
お
け
る
水
、
食
料
な
ど
非
常
時
の
備
蓄
の
促
進 

家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
耐
震
化
の
促
進 

地
域
主
体
の
防
災
訓
練
や
避
難
所
運
営
へ
の
支
援 

災
害
時
の
避
難
に
配
慮
や
支
援
を
要
す
る
方
々(

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど)

へ
の
支
援
体
制
づ
く
り 

学
校
な
ど
の
避
難
所
機
能
の
向
上(

非
常
用
電
源
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
な
ど) 

避
難
所
の
防
災
備
蓄
品
の
充
実 

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備(

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の
地
震
対
策
な
ど) 

災
害
時
の
情
報
収
集
・
発
信
体
制
の
整
備 

行
政
・
関
係
機
関
・
地
域
の
連
携
強
化 

関
係
機
関
と
の
広
域
的
な
相
互
支
援
体
制
づ
く
り 

不
明
・
無
回
答 

性
別 

男性 233 12.0  8.6  4.3  8.6  8.6  7.3  28.3  7.7  7.7  3.9  3.0  

女性 242 12.8  7.9  5.4  14.0  7.9  10.3  24.0  7.4  5.4  1.2  3.7  

年
代
別 

19歳以下 111 16.2  9.0  2.7  12.6  8.1  10.8  24.3  6.3  9.0  0.9  0.0 

20～24歳 84 11.9  10.7  1.2  9.5  9.5  7.1  20.2  13.1  6.0  2.4  8.3  

25～29歳 75 8.0  6.7  14.7  10.7  5.3  9.3  26.7  8.0  5.3  2.7  2.7  

30～34歳 101 10.9  5.9  2.0  9.9  9.9  7.9  32.7  7.9  5.9  3.0  4.0  

35歳以上 104 13.5  8.7  5.8  13.5  7.7  8.7  26.0  3.8  5.8  3.8  2.9  

地
区
別 

石川地区 256 12.9  9.8  5.1  10.9  8.2  7.4  30.1  5.5  5.1  2.0  3.1  

沢田地区 49 14.3  2.0  8.2  12.2  8.2  6.1  22.4  14.3  6.1  4.1  2.0  

山橋地区 26 3.8  11.5  0.0 15.4  3.8  7.7  23.1  15.4  11.5  0.0 7.7  

中谷地区 47 8.5  10.6  2.1  14.9  12.8  6.4  17.0  8.5  8.5  8.5  2.1  

母畑地区 22 13.6  4.5  0.0 4.5  0.0 31.8  36.4  0.0 9.1  0.0 0.0 

野木沢地区 70 11.4  5.7  7.1  11.4  10.0  11.4  18.6  10.0  8.6  1.4  4.3  
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Ⅲ 転出者アンケート調査結果 

１．あなたご自身についてうかがいます。 

①性別（１つに○） 

性別については、「女性」が 59.3％、「男性」が 38.9％となっています。 

 

②年齢（１つに○） 

年齢については、「25～29 歳」が 27.8％で最も高く、次いで「30～34 歳」が 26.9％、「20～24

歳」が 24.1％となっています。 

 

③職業（１つに○） 

職業については、「会社員・公務員など」が 70.4％で最も高く、次いで「専業主婦（夫）」が 12.0％、

「パート・アルバイト」が 10.2％となっています。 

  

38.9 59.3 1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=108）

男性 女性 不明・無回答

24.1 27.8 26.9 19.4 1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=108）

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35歳以上 不明・無回答

70.4 

0.0 

10.2 

12.0 

2.8 

1.9 

0.0 

2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

会社員・公務員など

自営業

パート・アルバイト

専業主婦（夫）

学生

無職

その他

不明・無回答

（n=108）



 

62 

 

④現在の居住地（１つに○） 

現在の居住地については、「その他」を除くと「須賀川市」が 15.7％で最も高く、次いで「郡山

市」が 12.0％、「白河市」が 7.4％となっています。 

 

 

２．現在お住いの場所についてうかがいます。 

問 1 あなたは、現在の場所に何年お住まいですか。（１つに○） 

現在の場所の居住期間については、「１～３年未満」が 52.8％で最も高く、次いで「１年未満」

が 23.1％、「３年以上」が 22.2％となっています。 

 

  

12.0 

15.7 

7.4 

3.7 

3.7 

54.6 

2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

郡山市

須賀川市

白河市

福島市

玉川村

その他

不明・無回答

（n=108）

23.1 52.8 22.2 1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=108）

１年未満 １～３年未満 ３年以上 不明・無回答



 

63 

 

問 2 現在お住まいの場所は住みやすいと感じますか。（１つに○） 

現在の居住場所の住みやすさについては、「まあまあ住みやすい」が 60.2％で最も高く、次いで

「とても住みやすい」が 24.1％、「どちらともいえない」が 13.9％となっています。 

 

  

24.1 

60.2 

13.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても住みやすい

まあまあ住みやすい

どちらともいえない

やや住みにくい

とても住みにくい

わからない

不明・無回答

（n=108）



 

64 

 

問 3 あなたが、新しく住む場所を決定した際に、重視した点は何ですか。（あてはまるものすべて

に○） 

新しく住む場所を決定した際に、重視した点については、「交通の便がよい」が 38.9％で最も高

く、次いで「買い物をする店の多さ」が 37.0％、「仕事がある」が 35.2％となっています。 

  

13.9 

38.9 

35.2 

14.8 

13.9 

13.0 

20.4 

37.0 

3.7 

1.9 

1.9 

10.2 

17.6 

9.3 

0.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

安心安全な場所

教育・保育のサービスの充実度

医療・福祉のサービスの充実度

家賃

買い物をする店の多さ

移住者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=108）



 

65 

 

問 4 あなたが、転居する際に、参考にした行政サービスは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

転居する際に、参考にした行政サービスについては、「その他」を除くと「保育所・学童保育の

充実」が 22.2％で最も高く、次いで「子育て世代への税制優遇や補助金」が 21.3％、「転入に対す

る税制優遇や補助金」が 8.3％となっています。 

 

  

8.3 

21.3 

0.9 

3.7 

7.4 

3.7 

0.0 

1.9 

4.6 

22.2 

6.5 

0.9 

0.0 

0.9 

0.9 

0.9

26.9

19.4

0.0% 20.0% 40.0%

転入に対する税制優遇や補助金

子育て世代への税制優遇や補助金

二世帯住宅、三世代同居などへの助成

移住歓迎パンフレットを参考にした

転入に関する相談窓口

定住促進専用のホームページを参考に

した

空き家バンクを参考にした

住宅開発

大規模商業施設の誘致

保育所・学童保育の充実

医療費無料制度

地域資源を生かした自然とふれあう教

育

ブランド力や特徴のある教育機関の誘

致

地域コミュニティの充実

農業体験等が簡単にできる仕組み

市民団体活動、地域活動の支援

その他

不明・無回答

（n=108）



 

66 

 

問 5 現在お住まいの場所が住みやすいと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべて

に○） 

現在の居住場所が住みやすいと感じる点については、「職場が近い、仕事が多い」が 48.1％で最

も高く、次いで「道路・交通機関」が 41.7％、「公園や自然環境」が 33.3％となっています。 

 

  

33.3 

41.7 

48.1 

4.6 

18.5 

15.7 

6.5 

25.9 

5.6 

12.0 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

公園や自然環境

道路・交通機関

職場が近い、仕事が多い

防犯・防災体制

教育・保育のサービスの充実度

医療・福祉のサービスの充実度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちのにぎわい

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=108）



 

67 

 

問 6 現在お住まいの場所が住みにくいと感じた点はどういった点ですか。（あてはまるものすべて

に○） 

現在の居住場所が住みにくいと感じた点については、「わからない・特にない」が 38.0％で最も

高く、次いで「まちが寂しい」が 16.7％、「道路・交通機関が不便」が 13.9％となっています。 

 

 

  

7.4 

13.9 

9.3 

4.6 

9.3 

9.3 

8.3 

16.7 

4.6 

38.0 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

公園や自然環境が少ない

道路・交通機関が不便

職場が遠い、仕事が少ない

防犯・防災体制が不十分

教育・保育のサービスが不十分

医療・福祉のサービスが不十分

近所のつきあい、地域活動の活発でな

い

まちが寂しい

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=108）



 

68 

 

３．石川町についてうかがいます。 

問 7 転居することとなった最も大きな理由は何ですか。（１つに○） 

転居することとなった最も大きな理由については、「結婚のため」が 38.9％で最も高く、次いで

「進学・転勤・就業のため（親の転勤含む）」が 36.1％、「理由は特にない」が 7.4％となっていま

す。 

 

 

問 8 あなたは、石川町に何年お住まいでしたか。（１つに○） 

石川町の居住期間については、「10 年以上」が 62.0％で最も高く、次いで「３～10 年未満」が

15.7％、「１～３年未満」が 14.8％となっています。 

  

36.1 

38.9 

0.9 

4.6 

0.0 

0.9 

3.7 

7.4 

7.4 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

進学・転勤・就業のため（親の転勤含

む）

結婚のため

妊娠・出産のため

子どもの学校のため

親の介護のため

町のサービスに不満があったため

生活環境がよくないため

理由は特にない

その他

不明・無回答

（n=108）

7.4 14.8 15.7 62.0 0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=108）

１年未満 １～３年未満 ３～10年未満 10年以上 不明・無回答



 

69 

 

問 9 あなたは、石川町内でもお住まいを探しましたか。（１つに○） 

石川町内でも居住場所を探したかについては、「最初から他市町村に住もうと決めていたので、

石川町内は探さなかった」が 47.2％で最も高く、次いで「転出先の自治体に住むしかなかった」

が 38.0％、「石川町内も探したうえで、他市町村に決めた」が 9.3％となっています。 

 

問 10 石川町は全体的に住みやすいと感じましたか。（１つに○） 

全体的に住みやすいと感じたかについては、「まあまあ住みやすい」が 38.9％で最も高く、次い

で「どちらともいえない」が 25.0％、「やや住みにくい」が 13.9％となっています。 

 

  

9.3 47.2 38.0 

3.7 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=108）

石川町内も探したうえで、他市町村に決めた
最初から他市町村に住もうと決めていたので、石川町内は探さなかった
転出先の自治体に住むしかなかった
その他
不明・無回答

11.1 

38.9 

25.0 

13.9 

8.3 

2.8 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とても住みやすい

まあまあ住みやすい

どちらともいえない

やや住みにくい

とても住みにくい

わからない

不明・無回答

（n=108）



 

70 

 

問 11 石川町が住みやすいと感じた点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

石川町が住みやすいと感じた点については、「公園や自然環境」が 41.7％で最も高く、次いで「わ

からない・特にない」が 30.6％、「近所のつきあい、地域活動の活発さ」が 13.0％となっていま

す。 

 

  

41.7 

12.0 

12.0 

0.9 

2.8 

4.6 

13.0 

9.3 

1.9 

30.6 

6.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

公園や自然環境

道路・交通機関

職場が近い、仕事が多い

防犯・防災体制

教育・保育のサービスの充実度

医療・福祉のサービスの充実度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちのにぎわい

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=108）



 

71 

 

問 12 石川町が住みにくいと感じた点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

石川町が住みにくいと感じた点については、「道路・交通機関が不便」が 48.1％で最も高く、次

いで「職場が遠い、仕事が少ない」が 45.4％、「まちが寂しい」が 43.5％となっています。 

 

問 13 もし機会があれば、また石川町に住みたいと思いますか。（１つに○） 

もし機会があれば、また石川町に住みたいと思うかについては、「わからない」が 51.9％で最も

高く、次いで「住みたい」が 30.6％、「住みたくない」が 14.8％となっています。 

 

  

8.3 

48.1 

45.4 

6.5 

21.3 

30.6 

4.6 

43.5 

4.6 

15.7 

4.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

公園や自然環境が少ない

道路・交通機関が不便

職場が遠い、仕事が少ない

防犯・防災体制が不十分

教育・保育のサービスが不十分

医療・福祉のサービスが不十分

近所のつきあい、地域活動の活発でな

い

まちが寂しい

その他

わからない・特にない

不明・無回答

（n=108）

30.6 14.8 51.9 2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=108）

住みたい 住みたくない わからない 不明・無回答



 

72 

 

問 14 最後に、令和元年 10 月に関東・東北地方を中心とする豪雨災害があり、石川町においても

甚大な被害が発生しました。このような自然災害への対策として、今後石川町では特にどの

ようなことを優先的に取り組むべきだと思いますか。（１つに〇） 

自然災害への対策として、今後石川町で特に優先的に取り組むことについては、「災害に強い都

市基盤の整備(公共施設、インフラの地震対策など)」が 30.6％で最も高く、次いで「家屋やブロッ

ク塀などの耐震化の促進」と「災害時の避難に配慮や支援を要する方々(高齢者、障がい者など)へ

の支援体制づくり」が 13.9％となっています。 

 

  

11.1 

13.9 

6.5 

13.9 

8.3 

1.9 

30.6 

2.8 

2.8 

2.8 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0%

自宅や自治会等における水、食料など

非常時の備蓄の促進

家屋やブロック塀などの耐震化の促進

地域主体の防災訓練や避難所運営への

支援

災害時の避難に配慮や支援を要する

方々(高齢者、障がい者など)への支援

体制づくり

学校などの避難所機能の向上(非常用

電源、マンホールトイレの整備など)

避難所の防災備蓄品の充実

災害に強い都市基盤の整備(公共施

設、インフラの地震対策など)

災害時の情報収集・発信体制の整備

行政・関係機関・地域の連携強化

関係機関との広域的な相互支援体制づ

くり

不明・無回答

（n=108）



 

73 

 

Ⅳ 事業者アンケート調査結果 

１．貴事業所についてうかがいます。 

業種 

業種については、「卸売業」が 31.3％で最も高く、次いで「建設業」が 18.8％、「サービス業」

が 14.6％となっています。 

 

 

  

10.4 

18.8 

31.3 

10.4 

14.6 

4.2 

10.4 

0.0% 20.0% 40.0%

製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

その他

不明・無回答

（n=48）



 

74 

 

創業年 

創業年については、「1960 年～1979 年」が 29.2％で最も高く、次いで「1980 年～1999 年」

が 16.7％、「1940 年～1959 年」が 10.4％となっています。 

 

代表者のご年齢 

代表者の年齢については、「60 歳～69 歳」が 31.3％で最も高く、次いで「50 歳～59 歳」が

20.8％、「40 歳～49 歳」と「70 歳以上」が 14.6％となっています。 

 

  

2.1 

4.2 

2.1 

8.3 

10.4 

29.2 

16.7 

6.3 

20.8 

0.0% 20.0% 40.0%

1860年～1879年

1880年～1899年

1900年～1919年

1920年～1939年

1940年～1959年

1960年～1979年

1980年～1999年

2000年以降

不明・無回答

（n=48）

4.2 14.6 20.8 31.3 14.6 14.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳
60歳～69歳 70歳以上 不明・無回答



 

75 

 

代表者の性別 

代表者の性別については、「男性」が 89.6％、「女性」が 2.1％となっています。 

 

「地方創生」の動きについてお聞かせ下さい。（１つに〇） 

「地方創生」の動きについては、「新聞等で多少知っていた」が 60.4％で最も高く、次いで「今

回初めて知った」が 14.6％、「詳しく知っていた」が 12.5％となっています。 

 
  

89.6 2.1 8.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

男性 女性 不明・無回答

12.5 60.4 14.6 12.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

詳しく知っていた 新聞等で多少知っていた

今回初めて知った 不明・無回答



 

76 

 

町が地方創生で取り組むべき事業についてお聞かせ下さい。 

取り組むべき分野については、「農業振興」と「商業・商店街振興」が 50.0％で最も高く、次い

で「人材育成」が 43.8％となっています。 

 

  

50.0 

50.0 

31.3 

37.5 

43.8 

29.2 

14.6 

16.7 

6.3 

33.3 

8.3 

16.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

農業振興

商業・商店街振興

起業創業

企業立地

人材育成

女性・若者・シニア・障害者等の就労

産学官連携

異業種交流

ワークライフバランス

観光

その他

不明・無回答

（n=48）



 

77 

 

２．人材の育成や確保についてうかがいます。 

問 1 貴事業所には、現在、正規従業員は何名いますか。 

正規従業員については、「0 人～19 人」が 64.6％で最も高く、次いで「20 人～39 人」が 14.6％、

「40 人～59 人」が 8.3％となっています。 

 

  

64.6 

14.6 

8.3 

2.1 

2.1 

4.2 

0.0 

0.0 

2.1 

2.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

0人～19人

20人～39人

40人～59人

60人～79人

80人～99人

100人～119人

120人～139人

140人～159人

160人以上

不明・無回答

（n=48）



 

78 

 

正規従業員のうち、男性については、「0 人～19 人」が 70.8％で最も高く、次いで「20 人～39

人」が 14.6％、「40 人～59 人」が 4.2％となっています。 

 

  

70.8 

14.6 

4.2 

0.0 

2.1 

2.1 

6.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0人～19人

20人～39人

40人～59人

60人～79人

80人～99人

100人以上

不明・無回答

（n=48）



 

79 

 

正規従業員のうち、女性については、「0 人～9 人」が 75.0％で最も高く、次いで「20 人～29

人」が 6.3％、「10 人～19 人」が 4.2％となっています。 

 

  

75.0 

4.2 

6.3 

2.1 

0.0 

2.1 

0.0 

2.1 

8.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0人～9人

10人～19人

20人～29人

30人～39人

40人～49人

50人～59人

60人～69人

70人以上

不明・無回答

（n=48）



 

80 

 

問 2 貴事業所には、現在、非正規従業員は何名いますか。 

非正規従業員については、「0 人～19 人」が 75.0％で最も高く、次いで「20 人～39 人」が 8.3％、

「40 人～59 人」が 4.2％となっています。 

 

  

75.0 

8.3 

4.2 

0.0 

2.1 

2.1 

8.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0人～19人

20人～39人

40人～59人

60人～79人

80人～99人

100人以上

不明・無回答

（n=48）
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非正規従業員のうち、男性については、「0 人～4 人」が 52.1％で最も高く、次いで「10 人～14

人」が 6.3％、「5 人～9 人」が 4.2％となっています。 

 

  

52.1 

4.2 

6.3 

2.1 

2.1 

0.0 

2.1 

31.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

0人～4人

5人～9人

10人～14人

15人～19人

20人～24人

25人～29人

30人以上

不明・無回答

（n=48）
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非正規従業員のうち、女性については、「0 人～9 人」が 70.8％で最も高く、次いで「10 人～19

人」が 6.3％、「40 人～49 人」と「50 人以上」が 2.1％となっています。 

 

 

問 3 貴事業所の雇用意欲は次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

雇用意欲については、「その他」を除くと「数人程度は雇用したいと思っている」が 58.3％で最

も高く、次いで「これ以上雇用は増やさない」が 27.1％、「大幅に雇用を増やしたい」が 4.2％と

なっています。 

 

  

70.8 

6.3 

0.0 

0.0 

2.1 

2.1 

18.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0人～9人

10人～19人

20人～29人

30人～39人

40人～49人

50人以上

不明・無回答

（n=48）

27.1 58.3 4.2 8.3 2.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これ以上雇用は増やさない
数人程度は雇用したいと思っている
大幅に雇用を増やしたい
その他
不明・無回答
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問 5 人材について充実させたい能力はありますか。（主なもの３つに○） 

充実させたい能力については、「営業力」が 37.5％で最も高く、次いで「リーダーシップ」が

33.3％、「経営・マネジメント力」が 31.3％となっています。 

 

  

14.6 

14.6 

12.5 

29.2 

14.6 

33.3 

18.8 

27.1 

31.3 

37.5 

0.0 

6.3 

4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

製品開発能力

職場の安全管理・労務知識

基本的機械操作能力

高度熟練技能

ＩＴ・情報処理スキル

リーダーシップ

品質管理・検査の知識・技能

生産工程合理化能力

経営・マネジメント力

営業力

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）
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問 6 人材育成のために取り組んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

人材育成のために取り組んでいることについては、「ＯＪＴ（現場での指導）」が 60.4％で最も

高く、次いで「社内研修」が 52.1％、「公的機関主催の研修」と「業界団体主催の研修」が 33.3％

となっています。 

 

 

  

60.4 

52.1 

33.3 

33.3 

27.1 

20.8 

0.0 

0.0 

12.5 

4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ＯＪＴ（現場での指導）

社内研修

公的機関主催の研修

業界団体主催の研修

民間企業主催の研修

自己啓発・自己研鑽

他社への派遣

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）
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問 7 貴事業所が持つ技能やノウハウを次代に引き継ぐために取り組んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

技能やノウハウを次代に引き継ぐために取り組んでいることについては、「雇用延長・再雇用」

が 54.2％で最も高く、次いで「若手の訓練」が 50.0％、「技能のある人材の中途採用」が 31.3％

となっています。 

 

 

  

50.0 

54.2 

31.3 

18.8 

22.9 

20.8 

22.9 

0.0 

14.6 

4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

若手の訓練

雇用延長・再雇用

技能のある人材の中途採用

教育訓練機関の活用

機械設備の充実

技術のマニュアル化

知識のデータベース化

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）
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問 8 石川町のよりよい労働市場を形成するために、次の行政サービスのうち、必要だと感じるも

のはどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

行政サービスのうち、必要だと感じるものについては、「企業情報などの情報発信」が 43.8％で

最も高く、次いで「就労のマッチング」と「起業支援」、「職場環境向上のための事業」が 29.2％

となっています。 

 

 

 

３．事業についてうかがいます。 

問 9 貴事業所の事業方針を教えてください。（１つに○） 

事業方針については、「現状を維持したい」が 52.1％で最も高く、次いで「事業を拡大したい」

が 35.4％、「事業を縮小する（予定）」と「廃業の検討」が 2.1％となっています。 

  

29.2 

20.8 

43.8 

18.8 

22.9 

22.9 

29.2 

29.2 

2.1 

12.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

就労のマッチング

企業などと連携した職業体験

企業情報などの情報発信

合同就職（転職）説明会

ビジネススキル向上のためのセミ

ナー

就労に関する相談窓口

起業支援

職場環境向上のための事業

その他

不明・無回答

（n=48）

35.4 52.1 2.1 2.1 

0.0 

8.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

事業を拡大したい 現状を維持したい
事業を縮小する（予定） 廃業の検討
その他 不明・無回答
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問 10 売上の状況は一年前と比べてどうですか。（１つに○） 

売上の状況については、「減少した」が 50.0％で最も高く、次いで「変わらない」が 33.3％、「増

加した」が 12.5％となっています。 

 

 

問 11 貴事業所にとって、現在の事業規模はどのような状況ですか。（１つに○） 

現在の事業規模については、「満足していない」が 54.2％で最も高く、次いで「満足している」

が 31.3％となっています。 

 

 

問 12 人口減少や高齢化による事業への影響は感じますか。（あてはまるものすべてに○） 

人口減少や高齢化による事業への影響を感じるかについては、「人材が獲得しにくくなった」が

66.7％で最も高く、次いで「顧客の需要が変わった」が 45.8％、「顧客が減った」が 41.7％となっ

ています。 

  

12.5 33.3 50.0 4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

増加した 変わらない 減少した 不明・無回答

31.3 54.2 2.1 12.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

満足している 満足していない その他 不明・無回答

41.7 

2.1 

45.8 

8.3 

66.7 

18.8 

0.0 

4.2 

8.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

顧客が減った

顧客が増えた

顧客の需要が変わった

商品や原材料などの仕入れが困難に

なった

人材が獲得しにくくなった

競合事業者が減った

その他

感じない

不明・無回答

（n=48）
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問 13 貴事業所は、将来的に石川町外へ移転するご予定はありますか。（１つに○） 

将来的に石川町外へ移転する予定があるかについては、「移転する予定はない」が 81.3％で最も

高く、次いで「わからない」が 14.6％、「予定はないが、いずれ移転すると思う」が 2.1％となっ

ています。 

 

問 14 次の事業のうち、今後、貴事業所として取り組みたいものはありますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

貴事業所として取り組みたいものについては、「新製品・新サービスの研究開発」が 35.4％で最

も高く、次いで「PR・情報発信の強化」が 33.3％、「新事業分野への進出」が 29.2％となっていま

す。 

 

  

0.0 

2.1 81.3 14.6 2.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

近々、移転する予定である
予定はないが、いずれ移転すると思う
移転する予定はない
わからない
不明・無回答

35.4 

10.4 

29.2 

14.6 

14.6 

33.3 

2.1 

20.8 

8.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

新製品・新サービスの研究開発

製品のデザイン開発

新事業分野への進出

海外市場の獲得・販路開拓

地域資源を活用したビジネスの展開

PR・情報発信の強化

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）
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問 15 貴事業所での現在の経営上の問題点はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の経営上の問題点については、「売上高・受注量の伸び悩み」が 45.8％で最も高く、次いで

「利益率の低下」と「機械・設備の老朽化」が 33.3％となっています。 

 

  

45.8 

22.9 

33.3 

18.8 

4.2 

12.5 

33.3 

16.7 

22.9 

16.7 

10.4 

12.5 

18.8 

12.5 

18.8 

0.0

2.1

0.0

2.1

8.3

10.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

売上高・受注量の伸び悩み

得意先の減少

利益率の低下

他社との価格競争の激化

得意先の注文レベルの高度化

ロットの少量・多品種化

機械・設備の老朽化

営業力の低さ

固定経費（人件費・地代等）の増加

後継者の確保難

技術開発・研究開発の遅れ

新規事業開拓の遅れ

情報化への対応の遅れ

市場・顧客情報の収集不足

情報処理技術をもつ人材の確保不足

地代・家賃の高さ

操業による環境問題への懸念

近隣住民からの苦情・理解の不足

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）



 

90 

 

問 16 貴事業所では、町内の他事業所と取引・交流はありますか。（それぞれ１つに○） 

１．部品・製品の取引 

部品・製品の取引については、「現在、行っている」が 29.2％で最も高く、次いで「今後も行う

予定はない」が 20.8％、「これまでに行ったことがある」が 14.6％となっています。 

 

２．共同受注・一貫受注 

共同受注・一貫受注については、「今後も行う予定はない」が 45.8％で最も高く、次いで「これ

までに行ったことがある」が 14.6％、「今後、行いたいと考えている」が 8.3％となっています。 

 

３．技術・情報・経営ノウハウの共有 

技術・情報・経営ノウハウの共有については、「今後も行う予定はない」が 22.9％で最も高く、

次いで「今後、行いたいと考えている」が 20.8％、「これまでに行ったことがある」が 12.5％とな

っています。 

 

４．共同研究及び製品開発 

共同研究及び製品開発については、「今後も行う予定はない」が 33.3％で最も高く、次いで「今

後、行いたいと考えている」が 22.9％、「これまでに行ったことがある」が 8.3％となっています。 

  

14.6 29.2 10.4 20.8 25.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答

14.6 2.1 8.3 45.8 29.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答

12.5 8.3 20.8 22.9 35.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答

8.3 2.1 22.9 33.3 33.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答
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５．取引先の紹介・あっせん 

取引先の紹介・あっせんについては、「今後、行いたいと考えている」と「今後も行う予定はな

い」が 25.0％で最も高く、次いで「現在、行っている」が 12.5％となっています。 

 

６．企業間・異業種間の交流 

企業間・異業種間の交流については、「今後、行いたいと考えている」が 27.1％で最も高く、次

いで「現在、行っている」が 22.9％、「今後も行う予定はない」が 14.6％となっています。 

 

７．大学や研究機関等との連携による技術・製品の開発 

大学や研究機関等との連携による技術・製品の開発については、「今後、行いたいと考えている」

が 33.3％で最も高く、次いで「今後も行う予定はない」が 29.2％、「これまでに行ったことがあ

る」が 2.1％となっています。 

 

８．その他 

その他については、「今後も行う予定はない」が 6.3％で最も高く、次いで「これまでに行った

ことがある」が 2.1％となっています。 

 

  

8.3 12.5 25.0 25.0 29.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答

8.3 22.9 27.1 14.6 27.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答

2.1 

0.0 

33.3 29.2 35.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答

2.1 0.0 0.0 

6.3 91.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

これまでに行ったことがある 現在、行っている
今後、行いたいと考えている 今後も行う予定はない
不明・無回答
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４．ワーク・ライフ・バランスについてうかがいます。 

問 17 貴事業所の従業員一人当たりの月残業時間は年間平均どれくらいですか。（１つに○） 

従業員一人当たりの月残業時間については、「10 時間未満」が 43.8％で最も高く、次いで「10

～20 時間程度」が 22.9％、「20～30 時間程度」が 10.4％となっています。 

 

  

43.8 

22.9 

10.4 

2.1 

2.1 

2.1 

4.2 

12.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10時間未満

10～20時間程度

20～30時間程度

30～40時間程度

40～50時間程度

50～100時間程度

100時間以上

不明・無回答

（n=48）
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問 18 時間外労働を是正する取り組みとして実施しているものはありますか。（あてはまるものす

べてに○） 

時間外労働を是正する取り組みについては、「定時退社の呼びかけ」が 31.3％で最も高く、次い

で「特にない」が 29.2％、「長時間労働の課題について労使での話し合い」と「非正規社員や外部

人材の活用」、「業務の外部委託化」が 16.7％となっています。 

 

  

16.7 

10.4 

6.3 

31.3 

8.3 

16.7 

16.7 

2.1 

29.2 

14.6 

0.0% 20.0% 40.0%

長時間労働の課題について労使での

話し合い

ノー残業デーの設定

残業禁止時刻の設定（●時以降の残

業禁止等）

定時退社の呼びかけ

正社員の増員

非正規社員や外部人材の活用

業務の外部委託化

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）
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問 19 仕事と育児の両立に向けた取り組みとして実施しているものはありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

仕事と育児の両立に向けた取り組みについては、「業務時間の柔軟化」と「特にない」が 39.6％

で最も高く、次いで「短時間勤務」が 27.1％となっています。 

 

 

５．地域との関わりについてうかがいます。 

問 20 貴事業所は、社会貢献活動・ＣＳＲ活動などを通じて、地域と関わる機会がありますか。（１

つに○） 

地域と関わる機会については、「不定期だが、地域と関わる機会はもっている」が 41.7％で最も

高く、次いで「定期的に関わっている」が 22.9％、「関わる意向はもっているが、なかなか実施で

きない」が 20.8％となっています。 

 

 

  

27.1 

39.6 

8.3 

4.2 

2.1 

0.0 

39.6 

10.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

短時間勤務

業務時間の柔軟化

残業の免除

在宅勤務

託児施設の設置

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）

22.9 41.7 20.8 8.3 6.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=48）

定期的に関わっている
不定期だが、地域と関わる機会はもっている
関わる意向はもっているが、なかなか実施できない
地域と関わる機会はない
不明・無回答
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【問 20で「１．定期的に関わっている」、「２．不定期だが、地域と関わる機会は持っている」を

選択した方にうかがいます。】 

問 20-1 具体的に、どのような活動を行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

地域と関わる機会について、具体的にどのような活動を行っているかについては、「地域の清掃・

美化活動」と「寄付・募金活動」が 54.8％と最も高く、次いで「職場見学の実施・受け入れ」と

「地域でのイベントの開催支援」が 38.7％となっています。 

 
  

54.8 

9.7 

38.7 

25.8 

25.8 

9.7 

38.7 

22.6 

6.5 

54.8 

9.7 

6.5 

3.2 

0.0 

3.2 

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

地域の清掃・美化活動

植樹・植花活動

職場見学の実施・受け入れ

文化・スポーツ活動の支援

地域団体との交流

講演会や出前授業などの実施

地域でのイベントの開催支援

地域の見守り・パトロール

災害復旧ボランティアの派遣

寄付・募金活動

養護福祉施設における交流

健康教室

地域と連携した商品開発

企業主導型保育の実施

その他

不明・無回答

（n=32）
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６．石川町の産業振興についてうかがいます。 

問 21 石川町の産業振興に向けて、行政に対して期待する支援方策は何ですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

石川町の産業振興に向けて、行政に対して期待する支援方策については、「人材の確保・育成へ

の支援」が 64.6％で最も高く、次いで「企業誘致の促進」が 43.8％、「従業員の福利厚生拡充への

支援」と「従業員の生活の質の向上」が 27.1％となっています。 

 

  

64.6 

12.5 

27.1 

8.3 

4.2 

16.7 

43.8 

10.4 

18.8 

14.6 

18.8 

10.4 

4.2 

14.6 

27.1 

0.0

2.1

2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

人材の確保・育成への支援

労務管理への支援

従業員の福利厚生拡充への支援

製品化への支援

品質試験機関の整備

経営情報・技術情報の提供

企業誘致の促進

異業種交流の推進

経営革新・業務革新への支援

新規分野進出への支援

取引先開拓への支援

融資あっせん

住民・地域との交流の仲介

工業団地の整備・拡張

従業員の生活の質の向上

その他

特にない

不明・無回答

（n=48）
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問 22 最後に、令和元年 10 月に関東・東北地方を中心とする豪雨災害があり、石川町においても

甚大な被害が発生しました。このような自然災害への対策として、今後石川町では特にどの

ようなことを優先的に取り組むべきだと思いますか。（１つに〇） 

自然災害への対策として、今後石川町で特に優先的に取り組むべきことについては、「災害に強

い都市基盤の整備(公共施設、インフラの地震対策など)」が 37.5％で最も高く、次いで「災害時の

避難に配慮や支援を要する方々(高齢者、障がい者など)への支援体制づくり」が 14.6％、「行政・

関係機関・地域の連携強化」が 8.3％となっています。 

 

  

6.3 

6.3 

6.3 

14.6 

4.2 

6.3 

37.5 

6.3 

8.3 

4.2 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自宅や自治会等における水、食料など

非常時の備蓄の促進

家屋やブロック塀などの耐震化の促進

地域主体の防災訓練や避難所運営への

支援

災害時の避難に配慮や支援を要する

方々(高齢者、障がい者など)への支援

体制づくり

学校などの避難所機能の向上(非常用電

源、マンホールトイレの整備など)

避難所の防災備蓄品の充実

災害に強い都市基盤の整備(公共施設、

インフラの地震対策など)

災害時の情報収集・発信体制の整備

行政・関係機関・地域の連携強化

関係機関との広域的な相互支援体制づ

くり

不明・無回答

（n=48）



 

98 

 

Ⅴ 使用した調査票 
①住民アンケート調査 
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101 
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②転出者アンケート調査 
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③事業者アンケート調査 
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